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海
上
保
険
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
特
定
危
険
に
つ
い
て
（
亀
井
）
W
.
A
.
と
F.
P.A.
と
が
区
別
さ
れ
て
い
る
。
保
険
者
の
負
担
す
る
海
上
危
険
に
関
し
て
、
英
米
で
は
列
挙
主
義
を
採
用
し
て
お
り
、
わ
が
国
及
び
独
逸
で
は
包
括
主
義
を
と
つ
て
い
る
が
、
そ
の
中
の
あ
る
種
の
危
険
に
関
し
て
は
保
険
者
の
責
任
に
つ
き
特
別
の
取
扱
い
を
行
っ
て
い
る
。
即
ち
、
坐
礁
、
沈
没
、
火
災
、
衝
突
は
M
e
m
o
r
a
n
d
u
m
 clause, 
F. 
P. 
A. 
clause, 
W. A. clause 
Jd.
お
い
て
保
険
者
の
免
責
を
阻
却
す
る
重
大
な
海
(
1
)
 
上
危
険
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
こ
れ
等
の
危
険
に
よ
る
単
独
海
損
以
外
の
単
独
海
損
を
担
保
す
る
か
否
か
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
上
記
の
危
険
に
膠
沙
を
加
え
て
五
大
危
険
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
前
述
の
意
義
以
外
に
貨
物
海
上
保
険
普
通
保
険
約
款
第
五
条
の
保
険
者
免
責
条
項
を
阻
却
す
る
効
果
を
有
す
る
。
に
お
い
て
も
又
特
別
の
事
情
が
存
す
る
。
本
小
文
に
お
い
て
特
定
危
険
と
い
う
の
は
、
か
4
る
重
要
な
意
義
を
有
す
る
危
険
の
こ
と
を
(
2
)
 
意
味
す
る
。
特
定
危
険
な
る
用
語
は
特
定
事
故
、
特
定
分
損
な
ど
の
用
語
以
上
に
そ
の
使
用
例
を
見
な
い
。
特
定
事
故
は
特
定
危
険
と
(
3
)
 
同
じ
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
が
、
特
定
分
損
は
特
定
危
険
に
よ
っ
て
生
ず
る
単
独
海
損
を
意
味
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
特
定
分
損
を
生
ぜ
し
め
る
原
因
た
る
事
故
型
態
の
危
険
が
特
定
事
故
で
あ
り
、
特
定
危
険
で
あ
る
。
本
小
文
は
海
上
保
険
に
関
す
る
法
律
、
約
款
、
判
例
な
ど
を
通
じ
て
、
特
定
危
険
の
総
論
的
及
び
各
論
的
考
察
を
行
わ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
し，
 が
き
亀
井
海
上
保
険
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
特
定
危
険
に
つ
い
て
利
明
独
逸
一
応
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し
、
船
舶
保
険
普
通
保
険
約
款
第
一
条
第
一
項
に
お
い
て
、
「
当
会
社
ハ
保
険
ノ
目
的
二
付
沈
没
、
坐
礁
、
膠
沙
、
火
災
、
衝
突
其
他
「
当
会
社
ハ
保
険
ノ
目
的
二
付
沈
没
、
坐
意
味
は
、
一
切
の
損
害
を
填
補
す
る
と
い
う
法
第
八
一
六
条
に
お
い
て
、
註
(
1
)豚
呂
弘
「
海
上
保
険
」
（
改
訂
新
版
）
昭
和
三
十
年
・
ニ0
二
頁
（
以
下
勝
呂
博
士
•
海
上
保
険
と
し
て
引
用
）
(
2
)
特
定
危
険
と
い
う
用
語
の
使
用
例
と
し
て
は
次
の
如
き
も
の
が
あ
る
。
瀬
戸
蓋
三
次
「
海
上
保
険
体
系
（
横
補
条
件
篇
）
」
昭
和
十
年
・
三
二
六
頁
、
三
四
二
し
三
頁
（
以
下
瀬
戸
博
士
・
狼
補
条
件
篇
と
し
て
引
用）葛城
照
1—
-
「
貨
物
海
上
保
険
普
通
保
険
約
款
の
解
釈
」
（
六
）
損
害
保
険
研
究
十
三
の
四
・
一
四
て
~
三
頁
（
以
下
葛
城
博
士
・
約
款
の
解
釈
と
し
て
引
用
）
葛
城
照
三
「
貨
物
海
上
保
険
に
お
け
る
損
害
堰
補
範
囲
の
特
約
」
早
稲
田
商
学
―
―
九
号
・
十
頁
（
以
下
葛
城
博
士
•
特
約
と
し
て
引
用
）
(
3
)
英
法
に
あ
っ
て
は
、
特
定
分
損
は
必
ず
し
も
特
定
危
険
に
よ
っ
て
生
ず
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
（
後
遮
参
照
）
一
、
特
定
危
険
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
海
上
保
険
者
は
原
則
と
し
て
一
切
の
海
上
危
険
を
負
担
す
る
と
い
う
包
括
主
義
を
と
つ
て
い
る
。
即
ち
、
商
「
保
険
者
ハ
本
章
又
ハ
保
険
契
約
二
別
段
ノ
定
ア
ル
場
合
ヲ
除
ク
外
保
険
期
間
中
保
険
ノ
目
的
二
付
キ
航
海
二
関
ス
ル
事
故
二
因
リ
テ
生
シ
タ
ル
一
切
ノ
損
害
ヲ
填
補
ス
ル
責
二
任
ス
」
と
規
定
し
て
い
る
。
一
切
の
損
害
可
能
性
を
負
担
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
本
条
の
真
意
は
海
上
保
険
者
が
別
段
の
定
め
な
き
限
り
、
保
険
期
間
中
に
保
険
の
目
的
た
る
船
舶
又
は
積
荷
に
つ
き
一
切
の
海
上
危
険
を
負
担
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
わ
が
国
の
約
款
も
こ
の
点
に
関
し
て
は
同
様
で
あ
る
。
即
ち
貨
物
海
上
保
険
普
通
保
険
約
款
第
一
条
に
お
い
て
、
礁
、
膠
沙
、
火
災
、
衝
突
其
ノ
他
ノ
海
上
危
険
二
因
リ
テ
生
ジ
タ
ル
損
害
ヲ
約
款
ノ
条
項
二
依
リ
保
険
金
額
ノ
保
険
価
額
二
対
ス
ル
割
合
ヲ
以
テ
填
補
ス
ル
責
二
任
ズ
特
約
ヲ
以
テ
脱
線
、
顧
覆
、
火
災
、
衝
突
其
ノ
他
ノ
陸
上
危
険
ヲ
負
担
シ
タ
ル
ト
キ
亦
同
ジ
」
と
規
定
の
重
要
性
海
上
保
険
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
特
定
危
険
に
つ
い
て
（
亀
井
）
四
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海
上
保
険
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
特
定
危
険
に
つ
い
て
（
亀
井
）
条
乃
至
第
五
条
、
船
舶
約
款
第
三
条
な
ど
は
例
外
と
し
て
幾
多
の
海
上
危
険
を
そ
の
負
担
か
ら
除
外
し
て
い
る
。
海
上
保
険
者
は
一
切
の
海
上
危
険
か
ら
免
責
危
険
を
除
外
し
た
危
険
を
負
担
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
負
担
し
た
危
険
か
ら
生
じ
た
損
害
の
一
切
を
填
補
す
る
も
の
で
は
な
い
。
海
上
保
険
者
は
原
則
と
し
て
直
接
損
害
、
即
ち
付
保
利
益
上
に
惹
起
し
た
損
害
に
対
し
て
の
み
填
補
の
責
に
任
じ
、
間
接
損
害
に
対
し
て
は
そ
の
責
に
任
じ
な
い
。
し
か
る
に
こ
の
原
則
に
対
し
て
商
法
及
び
約
款
は
例
外
を
設
け
、
直
接
損
害
で
も
保
険
者
が
填
補
し
な
い
も
の
と
、
間
接
損
害
で
も
保
険
者
が
填
補
す
る
も
の
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
前
者
に
は
不
堪
航
損
害
、
性
質
損
害
、
小
損
害
が
あ
り
、
後
者
に
は
損
害
防
止
費
用
、
損
害
調
査
費
用
、
共
同
海
損
分
担
額
、
衝
突
損
害
賠
償
金
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
商
法
及
び
約
款
は
保
険
者
の
負
担
す
る
危
険
と
填
補
す
る
損
害
に
関
し
て
種
々
の
例
外
を
設
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
海
上
保
険
者
は
一
切
の
海
上
危
険
か
ら
免
責
危
険
を
除
外
し
た
危
険
に
よ
っ
て
生
じ
た
不
堪
航
損
害
、
性
質
損
害
、
小
損
害
以
外
の
直
接
損
害
及
び
上
記
の
間
接
損
害
を
填
補
す
る
責
に
任
ず
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
の
海
上
保
険
契
約
に
あ
つ
て
は
、
特
別
約
款
を
挿
入
し
て
損
害
填
補
の
範
囲
を
制
限
す
る
の
が
常
で
あ
る
。
而
し
て
、
こ
の
特
別
約
款
は
定
型
的
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ノ
海
上
危
険
二
因
リ
テ
生
シ
タ
ル
損
害
ヲ
約
款
ノ
条
項
二
依
リ
填
補
ス
ル
責
二
任
ス
船
舶
二
関
連
ス
ル
陸
上
危
険
二
付
特
約
ア
ル
場
合
亦
同
シ
」
と
規
定
し
て
い
る
。
約
款
が
沈
没
、
坐
礁
、
膠
沙
、
火
災
、
衝
突
其
の
他
の
海
上
危
険
と
規
定
し
て
い
て
、
険
と
い
う
表
現
を
し
て
い
な
い
が
、
一五 を
採
用
じ
て
い
る
の
で
あ
一
切
の
海
上
危
こ
れ
は
例
示
的
に
重
要
な
海
上
危
険
を
列
挙
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
英
法
に
お
け
る
如
く
列
挙
主
義
を
採
用
し
た
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
其
の
他
の
海
上
危
険
と
い
う
規
定
も
、
英
法
に
お
け
る
列
挙
危
険
の
外
こ
れ
に
類
似
す
る
危
険
に
限
る
と
い
う
同
種
制
限
の
原
則
(Principle
of 
e
j
u
s
d
e
m
 generis)
の
適
用
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
約
款
も
商
法
と
同
様
に
包
括
主
義
、
即
ち
、
危
険
包
括
負
担
の
原
則
(
G
r
u
n
d
s
a
t
z
d
e
r
 a
l
l
g
e
m
e
i
n
e
n
 G
e
f
a
h
r
e
n
d
e
c
k
u
n
g
)
 
一
切
の
海
上
危
険
を
負
担
す
る
と
い
つ
て
も
、
そ
れ
は
原
則
と
し
て
で
あ
っ
て
、
商
法
第
八
二
九
条
、
貨
物
約
款
第
三
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盗
難
、
紛
失
、
雨
つ
て
、
個
々
の
取
引
に
当
つ
て
―
つ
の
も
の
を
必
ず
選
択
す
る
の
で
、
そ
れ
は
固
定
約
款
(
f
e
s
t
e
Kia us
e
!
)
と
な
っ
て
い
る
。
国
に
お
い
て
は
、
損
害
填
補
範
囲
に
関
す
る
特
別
約
款
と
し
て
、
貨
物
保
険
に
関
し
て
分
損
担
保
、
分
損
不
担
保
及
び
全
損
の
み
担
保
の
三
つ
が
あ
り
、
船
舶
保
険
に
関
し
て
は
第
一
種
か
ら
第
五
種
ま
で
の
五
つ
が
あ
る
。
さ
て
貨
物
約
款
第
一
条
が
沈
没
、
坐
礁
、
膠
沙
、
火
災
、
衝
突
の
五
つ
の
危
険
を
特
に
例
示
し
た
の
は
重
要
な
意
味
を
持
つ
て
い
る
。
即
ち
、
そ
の
一
は
損
害
が
発
生
す
る
場
合
、
通
常
こ
れ
等
の
危
険
に
よ
る
場
合
が
圧
倒
的
に
多
く
、
海
上
危
険
た
る
五
大
危
険
以
外
に
脱
線
、
そ
の
た
め
主
要
な
海
上
危
険
は
、
倉
庫
ヨ
リ
倉
庫
二
至
ル
危
険
担
保
特
別
約
款
な
ど
に
よ
っ
て
陸
上
危
険
を
負
担
す
る
場
合
に
対
応
し
て
主
要
な
危
険
を
例
示
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
二
は
か
4
る
特
定
危
険
に
よ
っ
て
損
害
が
発
生
し
た
場
合
、
分
損
担
保
及
び
分
損
不
担
保
の
契
約
に
お
い
て
、
二
。
ハ
ー
セ
ン
ト
の
小
損
害
免
責
の
効
果
を
阻
却
す
る
こ
と
で
あ
る
C
即
ち
、
小
損
害
は
直
接
損
害
で
あ
る
が
海
上
保
険
者
は
填
補
し
な
い
の
が
原
則
で
あ
り
、
例
外
と
し
て
特
定
危
険
に
基
因
し
た
損
害
を
特
に
填
補
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
三
は
貨
物
約
款
第
五
条
に
よ
れ
ば
、
貨
物
又
は
荷
造
の
破
損
又
は
曲
損
、
貨
物
又
は
其
の
内
容
の
漏
出
、
蒸
発
、
混
合
、
損
害
の
場
合
と
同
様
に
保
険
者
こ
れ
を
填
補
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
と
見
倣
文
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
又
は
不
着
、
濡
、
汗
濡
、
虫
喰
、
鼠
害
又
は
鈎
傷
等
に
よ
っ
て
損
害
が
発
生
し
た
場
合
、
特
約
が
な
い
限
り
保
険
者
は
填
補
の
責
を
負
わ
な
い
が
、
こ
れ
等
の
損
害
も
被
保
険
貨
物
を
積
載
し
た
船
舶
そ
の
他
の
輸
送
用
具
に
特
定
危
険
が
発
生
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
れ
ば
例
外
と
し
て
保
険
者
こ
れ
を
填
補
す
る
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
上
記
の
性
質
損
害
及
び
そ
れ
に
類
似
の
損
害
に
つ
い
て
は
、
小
そ
れ
が
特
定
危
険
に
基
因
し
た
場
合
、
保
険
者
免
責
の
効
果
を
阻
却
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
四
は
分
損
不
担
保
、
即
ち
、
単
独
海
損
不
担
保
の
条
件
に
お
い
て
保
険
者
免
責
の
効
果
を
阻
却
す
る
こ
と
で
、
あ
る
。
即
ち
、
単
独
海
損
不
担
保
の
条
件
は
元
来
単
独
海
損
を
担
保
し
な
い
の
が
原
則
で
あ
る
が
、
特
定
危
険
に
基
因
す
る
単
独
海
損
に
顧
覆
の
如
き
陸
上
危
険
を
も
掲
げ
て
い
る
の
海
上
保
険
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
特
定
危
険
に
つ
い
て
（
亀
井
）
六
わ
が
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海
上
保
険
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
特
定
危
険
に
つ
い
て
（
亀
井
）
割
超
過
の
単
独
海
損
担
保
、
衝
突
約
款
附
）
の
条
件
で
あ
っ
て
、
第
三
種
即
ち
F
r
e
e
f
r
o
m
 particular a
v
e
r
a
g
e
 absolutely b
u
t
 
including r
u
n
n
i
n
g
,
d
o
w
n
 clause 
(
全
損
、
救
助
賽
及
び
共
同
海
損
担
保
、
衝
突
約
款
附
）
の
条
件
で
填
補
さ
れ
る
も
の
以
外
に
沈
没
、
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
七
限
つ
て
例
外
と
し
て
担
保
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
五
は
分
損
担
保
と
分
損
不
担
保
の
相
違
す
る
唯
一
の
重
要
な
点
に
関
係
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
単
独
海
損
の
中
特
定
危
険
に
基
因
す
る
も
の
以
外
に
つ
い
て
、
分
損
担
保
は
保
険
価
額
の
二
。
ハ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
た
場
合
、
こ
れ
を
填
補
す
る
が
、
分
損
不
担
保
は
二
。
ハ
ー
セ
ン
r
を
超
え
て
も
全
然
填
補
し
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
(
2
)
 
両
者
の
相
違
を
述
べ
る
に
当
つ
て
便
利
な
用
語
が
特
定
分
損
で
あ
る
。
即
ち
、
特
定
分
損
は
分
損
不
担
保
及
び
分
損
担
保
の
何
れ
で
も
、
保
険
者
こ
れ
を
填
補
す
る
が
、
特
定
分
損
以
外
の
分
損
は
分
損
不
担
保
の
条
件
で
は
填
補
さ
れ
な
い
に
反
し
、
分
損
担
保
の
条
件
船
舶
約
款
第
一
条
第
一
項
に
お
い
て
も
五
大
危
険
を
例
示
的
に
列
挙
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
貨
物
保
険
の
場
合
と
同
様
に
重
要
な
る
意
味
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
重
要
な
る
意
味
に
つ
い
て
は
貨
物
保
険
と
船
舶
保
険
と
で
は
同
一
で
は
な
い
。
即
ち
、
そ
の
一
に
掲
げ
た
重
要
な
危
険
で
あ
っ
て
損
害
発
生
の
原
因
た
る
危
険
中
圧
倒
的
な
割
合
を
占
め
る
危
険
で
あ
る
と
い
う
点
は
同
一
な
る
わ
が
国
の
船
舶
約
款
に
は
小
損
害
免
責
に
関
す
る
規
定
が
な
く
別
段
の
合
意
な
き
限
り
、
当
然
商
法
第
八
三
0
条
の
適
用
を
受
け
る
も
の
と
解
さ
れ
て
お
り
、
実
際
の
船
舶
保
険
契
約
に
お
い
て
は
特
別
約
款
第
一
種
乃
至
第
五
種
の
中
の
一
つ
が
選
択
追
加
さ
れ
る
た
め
に
、
小
損
害
免
責
の
規
定
が
或
い
は
排
除
さ
れ
、
或
は
一
定
歩
合
超
過
額
填
(
3
)
 
補
主
義
に
改
変
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
貨
物
保
険
と
は
違
っ
た
重
要
な
意
味
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
特
定
危
険
に
基
因
す
る
損
害
は
第
四
種
及
び
第
五
種
各
第
一
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
っ
て
、
保
険
者
免
責
の
効
果
を
阻
却
す
第
四
種
は
Exces
1
0
%
 or 
2
0
%
 particular a
v
e
r
a
g
e
 (41!
損
、
救
助
費
、
共
同
海
損
及
び
一
割
又
は
二
も
、
そ
の
他
の
点
は
必
ず
し
も
同
一
で
は
な
い
。
即
ち
、
で
は
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
過
す
る
限
り
填
補
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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perils 
of t
h
e
 s
e
a
s
 ~
 :fl;嘩
E
に
複
碑
心
な
内
突
t
を
古
で
ナ
ノ
る
伝
心
険
で
あ
る
が
、
保
険
証
券
の
解
釈
に
関
す
る
規
則
(Rules
for 
Con, 
T
h
e
 t
e
r
m
 
"perils 
o
f
 
t
h
e
器
a
s
"
refers 
o
n
l
y
 
t
o
 fortuitous a
c
c
i
d
e
n
t
s
 o
r
 
casualties 
of 
t
h
e
 seas. 
It 
d
o
e
s
 
n
o
t
 i
n
c
l
u
d
e
 t
h
e
 o
r
d
i
n
a
r
y
 action 
of 
t
h
e
 w
i
n
d
s
 a
n
d
 w
a
v
e
s
.
 
こ
れ
だ
け
の
規
定
で
は
未
だ
perils
of 
t
h
e
 s
e
a
s
を
充
分
説
明
出
来
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
考
察
は
本
小
文
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
の
で
、
こ
れ
以
上
に
立
入
ら
な
い
こ
と
に
す
る
。
perils
of t
h
e
啓
a
s
1l.
属
す
る
も
の
と
し
て
、
テ
ン
プ
ル
マ
ン
・
グ
(
4
)
 
リ
ー
ン
エ
ー
カ
ー
は
暴
風
雨
中
の
沈
没
、
坐
礁
若
し
く
は
悪
天
候
に
よ
り
漏
口
が
開
く
が
如
き
場
合
を
掲
げ
て
お
り
、
ガ
ウ
は
他
船
と
struction 
of 
Policy) 
~
七
条
は
簡
単
に
次
の
如
く
規
定
し
て
い
る
。
固
有
の
危
険
(Perils
of 
the seas)
と
火
災
(fire)
と
で
あ
る
。
坐
礁
、
膠
沙
、
火
災
、
衝
突
の
特
定
危
険
に
基
因
す
る
単
独
海
損
た
る
修
繕
費
が
保
険
価
額
の
一
割
又
は
二
割
を
超
過
し
た
場
合
、
そ
の
超
過
額
を
填
補
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
五
種
は
F
r
e
e
f
r
o
m
 particular a
v
e
r
a
g
e
 unless c
a
u
s
e
d
 b
y
 sinking, 
stranding, 
fire 
o
r
 collision, 
w
i
t
h
 r
u
n
n
i
n
g
,
d
o
w
n
 clause (,41!
損
、
救
助
費
及
び
共
同
海
損
担
保
、
沈
没
、
坐
礁
、
膠
沙
、
火
災
及
び
衝
突
に
因
ら
ざ
る
単
独
海
損
不
担
保
、
衝
突
約
款
附
）
の
条
件
で
あ
っ
て
、
第
四
種
と
異
る
と
こ
ろ
は
、
第
四
種
が
特
定
危
険
に
基
因
す
る
単
独
海
損
た
る
修
繕
費
に
つ
き
、
保
険
価
額
の
一
割
又
は
二
割
を
控
除
し
て
、
そ
の
超
過
額
の
み
を
填
補
す
る
に
対
し
、
第
五
種
は
そ
の
全
額
を
填
補
す
る
。
第
三
種
、
第
四
種
、
第
五
種
は
何
れ
も
分
損
不
担
保
に
関
す
る
特
別
約
款
で
あ
る
。
同
第
一
附
則
の
ロ
イ
ズ
s
G
ポ
リ
シ
イ
に
お
い
て
、
非
常
に
多
く
の
海
上
危
険
を
列
挙
し
て
い
る
。
そ
う
し
て
の
列
挙
さ
れ
た
危
険
と
同
種
の
危
険
も
合
せ
て
保
険
者
の
負
担
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
列
挙
さ
れ
た
危
険
で
特
定
危
険
に
関
係
の
あ
る
も
の
は
、
海
英
法
に
お
い
て
は
海
上
危
険
に
関
し
て
列
挙
主
義
を
採
用
し
て
い
る
。
即
ち
、
一
九
0
六
年
英
国
海
上
保
険
法
第
三
条
第
二
項
及
び
海
上
保
険
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
特
定
危
険
に
つ
い
て
（
亀
井
）
一八
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海
上
保
険
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
特
定
危
険
に
つ
い
て
（
亀
井
）
L
o
n
d
o
n
 U
n
d
e
r
w
r
i
t
e
r
s
の
C
o
m
p
a
n
i
e
s
c
o
m
b
i
n
e
d
 policy
の
マ
f
o
m
o
r
a
n
d
u
m
clause 
s
u
n
k
 o
r
 burnt.
と
な
っ
て
お
り
、
更
に
o
r
in 
collision
の
三
語
を
追
加
し
た
様
式
の
も
の
を
使
用
す
る
会
社
も
あ
る
。
M
e
m
o
,
r
a
n
d
u
m
 clau器
は
現
在
に
お
い
て
、
実
際
の
契
約
上
特
別
約
款
が
挿
入
さ
れ
る
た
め
、
即
ち
、
Institute
C
a
r
g
o
 C
l
a
u器
の
F.
P.A. !d
は
F.
P. 
A. clause
が
あ
り
、
clause
が
あ
り
、
All
Risks 
!d.
は
Irrespective
of 
p
e
r
c
e
n
t
a
g
e
が
あ
っ
て
、
排
除
し
て
適
用
さ
れ
る
条
項
が
あ
る
。
つ
て
い
る
。
た
。
し
か
し
L
l
o
y
d
s、
S
.
G. 
policy 
の
M
e
m
o
r
a
n
d
u
m
clause 
九
何
れ
も
M
e
m
o
r
a
n
d
u
m
cluse
の
規
定
を
w. A. 
!d
は
A
v
e
r
a
g
e
 
直
接
そ
れ
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
稀
と
な
に
は
the
ship 
b
e
 stranded, 
は
依
然
と
し
て
元
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
Institute 
of 
即
ち
、
一
九
世
紀
の
中
頃
か
ら
沈
没
、
火
災
、
衝
突
が
追
加
さ
れ
、
(
5
)
 
の
衝
突
又
は
暴
風
雨
に
よ
る
沈
没
、
坐
礁
を
掲
げ
て
い
る
。
葛
城
博
士
は
、
「
海
固
有
の
危
険
は
そ
れ
自
体
危
険
の
包
括
的
名
称
で
あ
る
か
ら
、
之
に
包
括
さ
れ
る
危
険
の
種
類
は
多
種
多
様
で
あ
る
。
保
険
証
券
は
海
固
有
の
危
険
の
内
容
を
別
段
示
さ
ゞ
る
も
、
海
上
保
険
契
約
の
意
義
に
照
し
学
説
及
び
判
例
は
海
固
有
の
危
険
の
内
容
を
大
体
に
於
て
確
定
し
て
居
る
。
破
船
又
は
難
波
、
沈
没
、
坐
礁
、
(
6
)
 
膠
沙
、
触
礁
、
衝
突
、
風
波
の
異
常
な
る
作
用
、
船
舶
の
行
方
不
明
等
は
そ
の
主
な
る
種
類
で
あ
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
何
れ
に
し
ろ
、
特
定
危
険
中
火
災
を
除
く
危
険
が
一
応
海
固
有
の
危
険
の
範
囲
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
。
火
災
は
海
固
有
の
危
険
に
属
さ
な
い
か
ら
、
perils
of 
the
器
as
と
同
列
に
fire
と
し
て
列
挙
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
L
l
o
y
d
、s
S.G. policy 0) 
M
e
m
o
r
a
n
d
u
m
 clause 1.
は
船
5
加
の
坐
礁
(the
ship be 
stranded)
と
い
う
文
言
が
見
え
る
。
は
小
損
害
免
責
の
効
果
を
阻
却
す
る
危
険
と
し
て
、
船
舶
の
坐
礁
の
み
を
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
M
e
m
o
r
a
n
d
u
m
clause
の
厳
格
な
適
用
は
や
や
も
す
れ
ば
被
保
険
者
の
不
利
に
傾
く
の
で
、
次
第
に
免
責
阻
却
危
険
が
追
加
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
坐
礁
に
関
し
て
は
本
船
の
他
孵
舟
に
も
適
用
さ
れ
る
に
至
っ
こ
れ
40 
F. 
P
.
A
.
の
条
件
で
は
、
原
則
と
し
て
単
独
海
損
は
担
保
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
坐
礁
、
沈
没
、
火
災
が
発
生
し
た
場
合
及
び
衝
突
な
ど
に
基
因
す
る
場
合
の
単
独
海
損
は
、
免
責
歩
合
の
適
用
な
く
担
保
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
W.A.
の
条
件
で
は
免
責
歩
合
を
協
定
し
、
生
し
た
場
合
及
び
衝
突
な
ど
に
基
因
す
る
場
合
の
単
独
海
損
に
は
免
責
歩
合
が
適
用
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
All
Risks
の
条
件
で
は
こ
れ
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
如
く
、
結
局
特
定
危
険
は
免
責
阻
却
危
険
と
し
て
重
要
性
を
有
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
更
に
、
Institute
T
i
m
e
 Clauses (Hulls), 
Institute V
o
y
a
g
e
 Clauses (Hulls) 
lid.
も
同
様
な
免
責
阻
却
効
果
を
次
の
如
く
規
定
し
て
い
る
。
W
a
r
r
a
n
t
e
d
 free f
r
o
m
 particular 
a
v
e
r
a
g
e
 
u
n
d
e
r
 
3
 
p
e
r
 cent. 
but, 
nevertheless, 
w
h
e
n
 the 
v
e
s器
1
shall 
h
a
v
e
 
b
e
e
n
 
stranded, 
sunk, 
o
n
 fire, 
o
r
 in 
collision 
d
a
m
a
g
e
 
occasioned 
thereby. 
E
r
 haftet insbesondere filr 
einen 
そ
れ
を
超
過
す
る
単
独
海
損
は
担
保
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
坐
礁
、
沈
没
、
火
災
が
発
w
i
t
h
 a
n
y
 
o
t
h
e
r
 
vessel, 
u
n
d
e
r
w
r
i
t
e
r
s
 shall 
p
a
y
 
the 
以
上
の
こ
と
は
英
法
に
準
拠
す
る
わ
が
国
英
文
積
荷
海
上
保
険
証
券
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
独
逸
に
お
い
て
は
、
商
法
第
八
二
0
条
及
び
海
上
保
険
普
通
約
款
第
廿
八
条
に
海
上
危
険
を
規
定
し
て
い
る
が
、
括
主
義
を
採
用
し
て
い
る
。
独
逸
商
法
第
八
二
0
条
と
独
逸
海
上
保
険
普
通
約
款
第
廿
八
条
と
は
非
常
に
類
似
し
た
規
定
で
あ
っ
て
、
後
者
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
D
e
r
 V
e
r
s
i
c
h
e
r
e
r
 
tragt, 
s
o
w
e
i
t
 
nicht 
ein 
a
n
d
e
r
e
s
 
b
e
s
t
i
m
m
t
 ist, 
alle 
Gefahren, d
e
n
e
n
 <las 
Schiff 
o
d
e
r
 
die 
Giiter 
S
c
h
a
d
e
n
,
 d
e
r
 <lurch E
i
n
d
r
i
n
g
e
n
 v
o
n
 S
e
e
w
a
s
s
e
r
,
 
る。
w
a
h
r
e
n
d
 
d
e
r
 
D
a
u
e
r
 
d
e
r
 
V
e
r
s
i
c
h
e
r
u
n
g
 
ausgesetzt 
sind. 
如
何
な
る
場
合
に
も
免
責
歩
合
の
適
用
が
な
い
。
か
く
て
、
海
上
保
険
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
特
定
危
険
に
つ
い
て
（
亀
井
）
四
0
わ
が
国
と
同
様
包
S
c
h
i
f
f
s
z
u
s
a
m
m
e
n
s
t
o
s
s
,
 
S
t
r
a
n
d
u
n
g
,
 
Schiffbruch, 
B
r
a
n
d
,
 
41 
海
上
保
険
に
お
け
る
い
ゆ
わ
る
特
定
危
険
に
つ
い
て
（
亀
井
）
難
破
(Scheitern)
、
四
砲
撃
(Beschiessen)
、
火
E
x
p
l
o
s
i
o
n
`
 
Blitzschlag, 
E
r
d
b
e
b
e
n
`
E
i
s
 o
d
e
r
 <lurch 
D
i
e
b
s
t
a
h
l
,
 S
e
e
r
a
u
b
,
 P
l
i
i
n
d
e
r
u
n
g
 o
d
e
r
 a
n
d
e
r
e
 G
e
w
a
l
t
t
,
 
即
ち
、
保
険
者
は
別
段
の
定
な
き
限
り
保
険
期
間
中
船
舶
又
は
積
荷
を
脅
威
す
る
一
切
の
危
険
を
負
担
し
、
特
に
海
水
の
浸
入
、
船
舶
の
衝
突
、
坐
礁
、
難
破
、
火
災
、
爆
発
、
落
雷
、
地
震
、
氷
又
は
窃
盗
、
強
盗
、
海
賊
、
掠
奪
、
そ
の
他
の
暴
力
行
為
に
よ
り
て
生
じ
こ
の
規
定
は
危
険
事
故
(Gefahrereignisse)
の
中
か
ら
、
あ
る
も
の
を
例
示
(
7
)
 
し
た
の
で
あ
っ
て
、
i
n
s
b
e
s
o
n
d
e
r
e
は
b
e
i
s
p
i
e
l
s
w
e
i
s
e
の
意
味
に
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
独
逸
商
法
第
八
二
(
8
)
 
0
条
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
独
逸
に
お
い
て
は
、
例
示
危
険
の
す
べ
て
が
い
う
と
こ
ろ
の
特
定
危
険
で
は
な
く
、
わ
が
国
の
約
款
と
は
異
り
例
示
危
険
と
特
定
危
険
と
が
一
致
し
て
い
な
い
。
独
逸
約
款
第
舟
四
条
に
お
い
て
も
小
損
害
免
責
歩
合
を
三
。
ハ
ー
セ
ン
ト
と
定
め
て
お
り
、
そ
の
免
責
阻
却
の
場
合
を
共
同
海
損
、
衝
突
損
害
賠
償
金
、
損
害
防
止
費
用
、
損
害
調
査
費
用
、
積
替
費
用
に
限
つ
て
認
め
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
特
定
危
険
の
発
生
に
よ
る
免
責
歩
合
阻
却
の
効
果
は
認
め
ら
れ
な
い
。
独
逸
約
款
は
第
一
―
三
条
に
単
独
海
損
不
担
保
a
r
e
i
v
o
n
 B
e
咎
臣
digung)
を
規
定
し
、
第
一
―
四
条
に
坐
礁
の
外
単
独
海
損
不
担
保
(Frei
v
o
n
唇
筈
hadigung
ausser i
m
 Strandungsfall)
を
規
定
し
て
い
る
。
両
方
と
も
F
.
P
.
A
.
の
条
件
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
F
r
e
i
v
o
n
 B
e
s
c
h
a
d
i
g
u
n
g
 
は
共
同
海
損
は
担
保
す
る
が
単
独
海
損
を
担
保
し
な
い
の
に
対
し
、
原
則
と
し
て
単
独
海
損
は
担
保
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
坐
礁
及
び
そ
れ
と
同
等
の
危
険
に
基
因
す
る
場
合
は
例
外
と
し
て
担
保
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
坐
礁
及
び
そ
れ
と
同
等
の
危
険
は
特
定
危
険
と
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
独
逸
約
款
第
一
―
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
よ
れ
ば
、
他
船
と
の
衝
突
(
W
e
n
n
das
咎
hiff
mit anderen Fahrzeugen zusammenstosst)
、
坐
礁
と
同
等
に
取
扱
わ
れ
る
危
険
と
し
て
次
の
如
き
も
の
が
あ
る
。
即
ち
、
転
覆
(Kentern)
、
沈
没
(Sinken)
、
た
る
損
害
を
填
補
す
る
と
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
a
t
i
g
k
e
i
t
e
n
 v
e
r
u
r
s
a
c
h
t
 w
i
r
d
.
 
F
r
e
i
 v
o
n
 B
e
s
c
M
d
i
g
u
n
g
 a
u
s
器
r
i
m
 S
t
r
a
n
d
u
n
g
s
f
a
l
l
も
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災
(
B
r
a
n
d
)
、
貨
物
保
険
の
場
合
は
更
に
、
a
u
f
 G
r
u
n
d
 stosst 
o
d
e
r
 a
u
f
 
G
r
u
n
d
 
bestgerlit)
、
他
物
と
の
衝
突
又
は
膠
沙
せ
る
場
合
(
W
e
n
n
d
a
s
 Schiff 
a
T
e
n
n
 d
a
s
 Schiff m
i
t
 a
n
d
e
r
e
n
 S
a
c
h
e
 Z
u
s
a
m
m
e
n
s
t
i
i器
t)、
止
小
(Eis)
の
危
険
が
追
加
さ
れ
る
。
次
に
独
逸
約
款
第
八
二
条
第
一
号
、
八
六
条
第
二
号
及
び
第
一
―
六
条
は
わ
が
国
貨
物
約
款
第
五
条
に
類
似
し
て
お
り
、
貨
物
の
性
質
損
害
の
特
定
危
険
に
よ
る
免
責
阻
却
炊
果
を
規
定
し
て
い
る
。
即
ち
、
動
物
の
斃
死
(
T
o
d
v
o
n
 Tieren)
、
異
常
な
漏
損
(
a
u
s器
r
g
e
w
o
h
n
l
i
c
h
e
L
e
c
k
a
g
e
)
ヽ
破
損
(
B
r
u
c
h
)
が
坐
礁
以
下
の
特
定
危
険
に
基
因
し
た
場
合
、
保
険
者
は
特
に
か
か
る
単
独
海
損
た
る
性
質
損
害
を
担
保
す
る
の
で
あ
る
。
更
に
、
独
逸
約
款
第
六
五
条
に
お
い
て
は
船
室
の
備
品
(Kajiitsinventar)
及
び
機
関
設
備
(
m
a咎
hinellen
Einrichtungen)
の
単
独
海
損
も
坐
礁
以
下
の
特
定
危
険
に
基
因
す
る
場
合
は
保
険
者
填
補
の
責
に
任
ず
る
の
で
あ
る
。
以
上
に
お
い
て
明
ら
か
な
如
く
、
通
常
発
生
す
る
主
要
な
危
険
た
る
特
定
危
険
は
、
何
れ
の
国
に
お
い
て
も
等
し
く
、
特
定
の
場
合
に
保
険
者
の
免
責
を
阻
却
す
る
点
に
お
い
て
特
に
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
註
(
1
)
日
本
海
上
保
険
協
会
「
海
上
保
険
（
船
舶
）
約
款
改
正
理
由
書
」
昭
和
八
年
・
三
七
頁
（
以
下
艇
舶
約
款
改
正
理
由
書
と
し
て
引
用
）
(
2
)
横
尾
登
米
雄
氏
は
「
こ
の
特
定
分
損
と
い
う
言
葉
は
学
問
的
の
も
の
と
い
ろ
わ
け
で
も
な
い
し
、
ま
た
実
務
家
も
普
通
は
「
S
.
S
.
B. 
C
.
に
因
る
損
害
」
と
か
「
主
要
事
故
m
a
j
o
r
casualties
に
因
る
損
害
」
と
か
い
う
こ
と
の
方
が
多
い
よ
う
で
あ
る
が
、
分
損
不
担
保
F
.
P
.
A
.
条
件
で
狼
補
を
受
け
う
る
種
類
の
単
独
海
損
を
そ
の
他
の
単
独
海
損
と
区
別
す
る
の
に
便
利
な
言
葉
で
あ
る
か
ら
も
っ
と
広
く
使
わ
れ
て
よ
い
筈
の
言
葉
で
あ
る
。
」
と
述
ぺ
て
お
ら
れ
る
。
同
氏
「
貨
物
海
上
保
険
」
損
害
保
険
購
義
録
（
昭
和
二
十
九
年
度
）
―
-
六
し
七
頁
（
以
下
横
尾
氏
・
貨
物
保
険
と
し
て
引
用
）
(
3
)
勝
呂
博
士
•
海
上
保
険
・
三
三
八
頁
(
4
)
T
e
m
p
l
e
m
a
n
 &
 G
r
e
g
a
c
r
e
,
 M
a
r
i
n
e
 I
n
s
u
r
a
n
c
e
 Its 
Principles 
&
 Practice. 
4
t
h
 ed. 
1934. 
p. 
94. 
(
5
)
G
o
w
,
 W
.
,
 M
a
r
i
n
e
 Insurance. 
5
t
h
 ed. 
1931. 
p. 
101. 
(
6
)
葛
城
照
三
「
海
上
保
険
研
究
・
中
巻
」
昭
和
二
十
五
年
・
五
二
頁
（
以
下
葛
城
博
士
・
中
巻
と
し
て
引
用
）
爆
発
(Explosion)
で
あ
り
、
海
上
保
険
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
特
定
危
険
に
つ
い
て
（
亀
井
）
船
舶
が
坐
礁
、
四
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海
上
保
険
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
特
定
危
険
に
つ
い
て
（
亀
井
）
(
7
)
R
i
t
t
e
r
,
 C., 
D
a
s
 R
e
c
h
t
 d
e
r
 Seeversicherung•Neudruck, 
1
9
5
3
.
 
S. 
486 A
n
m
.
 3
3
.
 
(
8
)
S
i
e
v
e
k
i
n
g
,
 G., 
D
a
s
 d
e
u
t啓
h
e
Seeversicherungsrecht. 1
9
1
2
.
 
S. 
8
8
 A
n
m
.
 1
.
 
二
、
特
定
危
険
の
免
責
阻
却
理
由
四
特
定
危
険
は
免
責
阻
却
危
険
と
し
て
重
要
な
意
義
を
有
す
る
の
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
何
故
特
定
危
険
が
保
険
者
の
免
責
を
阻
却
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
損
害
填
補
の
範
囲
に
関
す
る
沿
革
的
な
考
察
を
必
要
と
す
る
。
海
上
保
険
は
他
の
損
害
保
険
と
同
様
に
、
被
保
険
利
益
の
被
保
険
危
険
に
よ
る
損
害
に
つ
き
、
そ
の
大
小
を
問
わ
ず
又
そ
の
性
質
を
問
わ
ず
填
補
の
責
に
任
ず
べ
き
で
あ
る
が
、
実
際
上
は
他
の
損
害
保
険
の
場
合
と
異
り
、
損
害
填
補
に
関
し
て
制
限
を
付
す
る
の
が
常
で
あ
る
。
即
ち
、
火
災
保
険
に
お
い
て
は
火
災
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
の
大
小
や
性
質
を
問
題
と
せ
ず
損
害
の
全
部
を
填
補
す
る
の
で
あ
る
が
、
海
上
保
険
に
お
い
て
は
こ
れ
と
そ
の
趣
を
異
に
し
て
小
損
害
免
責
の
制
度
が
あ
っ
て
、
あ
る
割
合
以
下
の
小
損
害
は
填
補
し
な
い
。
更
に
海
上
保
険
者
は
小
損
害
免
責
に
関
す
る
法
律
の
規
定
を
特
約
を
以
て
変
更
す
る
の
み
な
ら
ず
、
甚
だ
し
き
は
保
険
の
目
的
が
全
滅
又
は
全
滅
と
同
一
視
し
得
べ
ぎ
場
合
で
な
け
れ
ば
保
険
金
の
支
払
い
を
な
さ
ざ
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
海
上
保
険
に
お
い
て
は
保
険
の
目
的
の
性
質
の
如
何
、
或
は
同
一
物
と
い
え
ど
も
保
険
料
の
多
寡
に
よ
っ
て
著
し
く
保
険
者
の
責
任
に
軽
重
の
差
を
設
け
る
慣
習
が
存
在
す
る
。
海
上
保
険
の
初
期
に
お
い
て
は
一
方
に
お
い
て
著
し
く
高
い
保
険
料
を
徴
し
、
他
方
に
お
い
て
保
険
者
の
責
任
範
囲
も
広
く
全
損
、
単
独
海
損
、
共
同
海
損
、
救
助
費
、
損
害
防
止
費
用
な
ど
は
勿
論
の
こ
と
で
、
戦
争
危
険
を
も
負
担
し
、
或
る
場
合
に
は
人
質
に
と
ら
れ
た
海
員
を
取
り
戻
す
た
め
に
要
す
る
身
代
金
を
も
保
険
者
が
填
補
す
る
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
海
上
保
険
が
発
展
し
普
及
す
る
に
つ
れ
て
、
保
険
者
間
の
競
争
が
烈
し
く
な
り
保
険
料
が
次
第
に
低
廉
と
な
っ
て
来
44 
そ
れ
が
事
実
上
小
損
害
不
担
保
の
特
約
と
同
た
。
そ
の
た
め
低
廉
な
保
険
料
を
以
て
従
来
の
如
き
極
め
て
広
範
囲
の
責
任
の
負
担
に
耐
え
得
ざ
る
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
保
険
者
は
易
損
性
の
物
品
に
つ
い
て
は
小
損
害
を
負
担
し
な
い
と
か
、
或
は
単
独
海
損
を
担
保
し
な
い
と
か
い
う
風
に
損
害
填
補
の
範
囲
な
る
も
の
を
案
出
し
、
法
律
及
び
約
款
に
掲
ぐ
る
免
責
事
項
以
外
に
も
幾
多
の
除
外
例
を
設
け
、
保
険
料
の
多
寡
に
応
じ
て
保
険
者
の
責
任
範
囲
(
1
)
 
を
非
常
に
伸
縮
加
減
す
る
に
至
っ
た
。
か
か
る
慣
習
は
果
し
て
何
時
頃
か
ら
始
ま
っ
た
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
地
中
海
時
代
か
ら
次
第
に
発
達
し
て
来
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
分
損
不
担
保
の
特
約
は
既
に
一
五
五
六
年
の
Sevilla
の
法
令
第
四
六
条
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
最
初
に
現
わ
れ
た
分
損
不
担
保
約
款
で
あ
り
、
既
に
保
険
者
の
免
責
阻
却
事
故
を
規
定
し
て
い
る
。
即
ち
、
本
約
款
は
一
切
の
分
損
を
担
保
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
例
外
と
し
て
投
荷
に
よ
っ
て
生
じ
た
共
同
海
損
の
場
合
に
は
保
険
者
填
補
の
責
に
任
ず
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
に
現
わ
れ
た
同
種
の
約
款
に
は
十
七
世
紀
後
半
に
イ
タ
リ
ヤ
で
行
わ
れ
た
投
荷
及
び
分
損
不
担
保
(escluso
getto 
&
 avaria)
が
あ
る
。
当
時
ゼ
ノ
ア
に
お
い
て
小
型
船
で
日
常
近
距
離
間
を
食
料
品
の
運
搬
を
す
る
に
際
し
、
絶
え
ず
分
損
が
発
生
し
そ
の
原
因
が
海
上
危
険
な
り
や
、
積
荷
の
性
質
な
り
や
に
関
し
て
当
時
者
間
に
争
い
が
絶
え
な
か
っ
た
結
果
、
こ
れ
を
防
止
す
る
た
(
2
)
 
め
に
本
約
款
が
生
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
こ
の
条
件
を
厳
格
に
解
す
る
と
被
保
険
者
の
填
補
を
受
け
得
べ
き
場
合
が
非
常
に
局
限
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
gett0
も
又
重
大
な
ら
ざ
る
も
の
イ
タ
リ
ヤ
裁
判
所
に
お
い
て
は
、
a
v
a
r
i
a
は
小
額
の
分
損
を
意
味
し
、
の
み
を
指
す
と
い
う
見
解
を
と
る
に
至
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
地
中
海
時
代
の
分
損
不
担
保
約
款
に
も
既
に
免
責
阻
却
事
故
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
理
由
は
か
か
る
事
故
に
よ
る
場
合
損
害
の
原
因
が
自
ら
明
ら
か
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
escluso g
e
t
t
o
 
&
 a
v
a
r
i
a
の
特
約
に
対
し
て
特
殊
な
解
釈
が
行
わ
れ
た
た
め
、
の
内
容
を
有
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
分
損
不
担
保
と
小
損
害
不
担
保
と
は
理
論
的
に
そ
の
種
類
を
異
に
し
、
そ
の
起
源
も
同
一
で
は
な
い
。
即
ち
、
易
損
性
の
商
品
に
お
い
て
は
損
害
が
海
上
危
険
に
よ
る
の
か
或
は
そ
の
性
質
に
よ
る
の
か
決
定
困
難
で
あ
り
、
当
海
上
保
険
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
特
定
危
険
に
つ
い
て
（
亀
井
）
四
四
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海
上
保
険
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
特
定
危
険
に
つ
い
て
（
亀
井
）
項
か
ら
成
立
つ
て
お
り
、
何
れ
の
場
合
で
も
共
同
海
損
と
坐
礁
は
保
険
者
の
免
責
を
阻
却
す
る
。
四
五
そ
一
八
九
三
年
の
Glenlivet
事
者
に
争
い
が
生
じ
や
す
い
の
で
、
か
か
る
不
都
合
を
さ
け
る
た
め
設
け
ら
れ
た
の
が
分
損
不
担
保
（
単
独
海
損
不
担
保
）
の
特
約
で
あ
に
そ
の
起
源
を
有
し
、
品
で
な
く
て
も
、
そ
の
額
の
小
さ
い
損
害
が
頻
出
し
て
保
険
者
の
手
数
を
煩
わ
す
こ
と
が
多
い
か
ら
一
定
の
小
損
害
を
担
保
し
な
い
こ
(
4
)
 
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
単
独
海
損
不
担
保
と
小
損
害
不
担
保
と
は
、
そ
の
後
の
商
取
引
の
発
展
に
応
じ
て
そ
の
内
容
が
益
々
複
雑
と
な
り
、
相
交
錯
し
て
各
国
に
伝
つ
て
行
っ
た
。
英
国
に
お
い
て
は
単
独
海
損
不
担
保
、
小
損
害
不
担
保
な
ど
の
条
項
が
別
々
に
使
用
さ
れ
て
い
た
の
が
一
七
四
九
年
に
一
条
項
に
ま
と
め
ら
れ
、
M
e
m
o
r
a
n
d
u
m
clause 
(
5
)
 
る。
M
e
m
o
r
a
n
d
u
m
clau咎
は
単
独
海
損
不
担
保
条
項
、
と
し
て
ロ
イ
ズ
保
険
証
券
に
追
加
さ
れ
た
の
で
あ
船
舶
が
坐
礁
し
た
場
合
に
そ
の
損
害
が
小
損
害
で
あ
っ
て
も
或
は
単
独
海
損
で
あ
っ
て
も
、
保
険
者
填
補
の
責
に
任
ず
る
と
い
う
こ
と
は
地
中
海
以
来
の
慣
習
に
新
し
い
も
の
を
附
加
し
た
こ
と
に
な
る
。
坐
礁
が
免
責
阻
却
危
険
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
理
由
は
、
害
が
保
険
の
目
的
の
性
質
か
ら
で
は
な
く
、
そ
の
外
部
的
危
険
（
海
上
危
険
）
即
ち
坐
礁
に
よ
っ
て
生
じ
た
公
算
が
大
で
あ
る
か
ら
単
独
(
6
)
 
海
損
不
担
保
又
は
小
損
害
不
担
保
の
特
約
を
設
け
た
一
理
由
、
即
ち
損
害
の
原
因
に
関
す
る
疑
が
大
い
に
減
却
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
免
責
阻
却
危
険
は
当
分
坐
礁
の
場
合
だ
け
に
止
っ
た
が
、
or b
u
r
n
t
と
な
っ
た
。
そ
の
後
沈
没
と
火
災
と
が
加
わ
り
or
the ship 
b
e
 stranded, 
s
u
n
k
 
こ
れ
等
が
追
加
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
何
時
頃
の
こ
と
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
号
事
件
に
お
い
て
Justicl
B
a
r
n
e
s
が
過
去
三
十
年
の
間
に
M
e
m
o
r
a
n
d
u
m
clause
に
概
ね
s
u
n
k
or b
u
r
n
t
と
い
う
文
言
(
7
)
 
が
追
加
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
一
八
六
0
年
頃
か
ら
一
般
に
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
而
し
て
、
そ
の
最
も
早
い
使
用
は
、
G
r
e
a
t
Indian 
Peninsular 
R
a
i
l
w
a
y
 
Co. 
り、
そ
の
損
v. 
S
a
u
n
d
e
r
s
事
件
の
際
の
保
険
証
券
で
あ
っ
て
、
五
分
未
満
の
小
損
害
不
担
保
条
項
及
び
三
分
未
満
の
小
損
害
不
担
保
条
小
損
害
不
担
保
の
特
約
は
十
六
世
紀
後
半
の
G
u
i
d
o
n
d
e
 la 
m
e
r
 
さ
仕
ど
の
損
害
を
受
け
易
い
商
46 
最
初
の
は
clause 
海
上
保
険
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
特
定
危
険
に
つ
い
て
（
亀
井
）
C
8
)
 
の
日
附
は
一
八
五
八
年
―
一
月
―
一
日
で
あ
っ
た
。
更
に
in
collision
を
追
加
し
た
M
e
m
o
r
a
n
d
u
m
clause
を
使
用
す
る
会
社
一
八
八
0
年
の
Richardson
v. 
B
u
r
r
o
w
s
事
件
で
(
9
)
 
が
in
collision 
1l.
関
す
る
意
見
を
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
大
体
s
u
n
k
or b
u
r
n
t
が
追
加
さ
れ
た
時
期
と
同
じ
頃
と
想
像
さ
れ
る
。
何
故
こ
れ
等
が
免
責
阻
却
危
険
と
し
て
追
加
さ
れ
た
か
明
白
で
な
い
が
、
坐
礁
に
匹
敵
す
べ
き
沈
没
や
火
災
或
は
衝
突
を
追
加
す
る
の
が
至
当
で
あ
る
と
す
る
被
保
険
者
の
要
求
に
押
さ
れ
、
又
保
険
者
の
競
争
や
営
業
政
策
上
の
必
要
か
ら
自
然
と
生
じ
た
(
1
0
)
 
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
M
e
m
o
r
a
n
d
u
m
 clau咎
は
そ
の
制
定
当
時
に
お
い
て
は
貿
易
界
の
実
状
に
適
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
単
独
海
損
不
担
保
或
は
五
分
未
満
の
小
損
害
不
担
保
が
適
用
さ
れ
る
商
品
が
限
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
大
多
数
の
商
品
は
三
分
未
満
の
小
損
害
不
担
保
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
七
九
五
年
に
実
際
に
使
用
さ
れ
た
保
険
証
券
に
基
い
て
単
独
海
損
不
担
保
、
五
分
未
満
の
小
損
害
不
担
保
(
1
1
)
 
の
適
用
さ
れ
る
列
挙
物
品
を
ポ
リ
シ
イ
別
に
表
示
す
れ
ば
次
頁
の
如
く
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
列
挙
物
品
の
種
類
が
甚
だ
少
い
こ
と
は
商
業
社
会
の
発
展
に
伴
い
保
険
の
目
的
た
る
商
品
の
種
類
が
増
加
す
る
に
つ
れ
、
取
引
の
実
情
に
添
わ
な
い
不
都
合
を
生
ず
る
に
至
っ
た
。
更
に
従
来
第
二
条
項
に
列
挙
さ
れ
て
い
た
物
品
や
、
第
三
条
項
が
適
用
さ
れ
る
非
列
挙
物
品
の
多
く
が
、
第
一
条
項
を
適
用
す
る
方
が
双
方
に
と
つ
て
適
当
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
等
の
商
品
に
対
し
て
は
第
一
条
項
を
適
用
し
た
い
の
で
あ
る
が
、
既
に
M
e
m
o
r
a
n
d
u
m
clause
が
保
険
証
券
中
の
不
動
条
項
と
な
つ
て
い
る
た
め
、
特
別
約
款
を
設
け
て
M
e
m
o
r
a
n
d
u
m
clause 
1/.
従
わ
ざ
る
旨
を
表
示
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
特
別
約
款
が
(
1
2
)
 
単
独
海
損
不
担
保
約
款
(F.
P. 
A. clause)
で
あ
る
。
ウ
t 
A. 
clause 
M
e
m
o
r
a
n
d
u
m
 
が
出
て
来
た
。
こ
れ
も
又
何
時
頃
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
を
模
写
し
た
も
の
で
W
a
r
r
a
n
t
e
d
 
free 
f
r
o
m
 
average, 
L
o
r
d
 Coleridge 
四
六
ム7海上保険におけるいわゆ特定危つて（亀井）
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七
the ship b
e
 stranded, 
sunk, 
o
r
 burnt. 
更
に
a
v
e
r
a
g
e
な
る
語
に
代
え
て
Justice
F
r
y
の
用
に
匹
敵
す
べ
き
沈
没
や
火
災
を
も
同
列
に
取
扱
う
の
が
至
当
で
あ
る
か
ら
、
間
も
な
く
こ
の
両
危
険
が
免
責
阻
却
危
険
と
し
て
(
1
3
)
 
追
加
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
い
た
同
意
語
の
宮
rticular
a
v
e
r
a
g
e
な
る
語
が
用
い
ら
れ
次
の
如
き
書
式
に
変
っ
た
。
W
a
r
r
a
n
t
e
d
 free f
r
o
m
 particular a
v
e
r
a
g
e
 unless 
更
に
本
船
の
他
に
孵
舟
の
坐
礁
、
沈
没
及
び
火
災
の
場
合
も
免
責
阻
却
危
険
と
す
る
必
要
を
生
じ
次
の
如
く
変
更
さ
れ
た
。
W
a
r
r
a
n
t
e
d
 free f
r
o
m
 a
v
e
r
a
g
e
 unless the vessel 
o
r
 craft b
e
 stranded, 
sunk, o
r
 burnt, e
a
c
h
 craft o
r
 lighter 
b
e
i
n
g
 d
e
e
m
e
d
 a
 separate insurance. 
次
い
で
汽
船
時
代
に
入
っ
て
船
舶
衝
突
が
重
大
な
る
海
上
危
険
と
な
っ
て
来
た
の
で
、
こ
れ
を
も
免
責
阻
却
危
険
に
追
加
す
る
よ
う
の
み
に
限
つ
て
い
た
が
、
海
上
保
険
の
本
旨
に
鑑
み
れ
ば
坐
礁
unless g
e
n
e
r
a
l
`
o
r
 the ship b
e
 stranded.
と
い
う
事
ユ
f
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
当
初
の
F.
P. 
A. clause 
1! 
M
e
m
o
r
a
n
d
u
m
 clau咎
に
倣
つ
て
免
責
阻
却
危
険
を
坐
礁
48 
に
な
っ
た
。
そ
の
最
も
簡
単
な
表
示
方
法
と
し
て
は
o
r
in 
collision
と
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
く
、
種
々
な
る
欠
点
が
あ
っ
た
た
め
色
々
な
文
言
が
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
海
上
保
険
業
者
の
総
会
で
採
用
を
決
定
さ
れ
た
F.
P. 
A. clause
で
は
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
正
確
で
は
な
一
八
八
三
年
七
月
十
七
日
ロ
イ
ズ
に
集
合
せ
る
英
国
(
U
)
 
T
o
 p
a
y
 for 
a
n
y
 d
a
m
a
g
e
 o
r
 loss 
c
a
u咎
d
b
y
 collision 
w
i
t
h
 a
n
y
 other ship or craft.
が
伸
迄
m
さ
れ
た
。
そ
の
後
Institute
of L
o
n
d
o
n
 U
n
d
e
r
w
r
i
t
e
r
s
 
1.
よ
っ
て
数
度
の
変
更
を
見
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
一
七
四
九
年
に
ロ
イ
ズ
保
険
証
券
に
追
加
挿
入
さ
れ
た
M
e
m
o
r
a
n
d
u
m
clause 
1!
一
七
八
0
年
代
に
至
り
、
伝
わ
り
、
坐
礁
の
外
単
独
海
損
不
担
保
(Frei
von
唇
sglidigung
ausser 
im Strandungsfall) 
の
特
約
を
生
ん
だ
。
そ
し
て
本
特
約
は
一
八
九
七
年
に
制
定
を
見
た
独
逸
商
法
の
規
定
と
歩
調
を
合
わ
せ
免
責
阻
却
危
険
と
し
て
顛
覆
‘
沈
没
、
難
破
、
火
災
な
ど
を
加
え
た
。
(
1
5
)
 
こ
れ
も
年
代
の
関
係
か
ら
し
て
英
国
に
倣
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
し
て
確
定
さ
れ
た
特
定
危
険
に
よ
る
保
険
者
免
責
阻
却
の
理
由
は
、
そ
の
沿
革
に
徴
し
て
小
損
害
不
担
保
の
特
約
に
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
小
損
害
や
単
独
海
損
を
不
担
保
と
す
る
約
款
が
制
定
さ
れ
た
の
は
、
海
上
危
険
以
外
の
原
因
に
よ
る
損
害
が
屡
々
起
り
、
そ
の
区
別
が
困
難
で
あ
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
特
定
危
険
発
生
の
場
合
に
は
そ
の
損
害
が
特
定
危
険
に
基
因
す
な
お
単
独
海
損
不
担
保
の
条
件
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
こ
と
は
非
常
に
酷
で
あ
る
か
ら
、
海
上
危
険
に
よ
る
損
害
の
中
、
最
も
普
通
な
る
場
合
に
つ
い
て
除
外
例
を
設
け
、
以
て
単
独
海
損
不
(
1
6
)
 
担
保
の
条
件
を
緩
和
せ
ん
と
し
た
と
い
う
風
に
免
責
阻
却
理
由
を
考
え
る
論
も
あ
る
。
更
に
次
の
如
き
理
由
も
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
特
定
危
険
は
海
上
危
険
中
最
も
多
く
、
危
険
性
を
帯
び
、
や
や
も
す
れ
ば
、
全
損
を
招
き
易
い
傾
向
を
有
す
る
故
関
係
者
を
し
て
な
る
べ
く
早
く
損
害
防
止
に
全
力
を
傾
注
せ
し
め
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
が
、
他
の
る
も
の
と
推
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
免
責
阻
却
危
険
と
し
た
の
で
あ
る
。
海
上
保
険
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
特
定
危
険
に
つ
い
て
（
亀
井
）
四
八
ハ
ン
プ
ル
グ
に
49 
海
上
保
険
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
特
定
危
険
に
つ
い
て
（
亀
井
）
ば
、
被
保
険
者
の
或
者
は
心
密
か
に
全
損
た
ら
ん
こ
と
を
希
望
す
る
場
合
も
あ
り
、
C
1
7
)
 
険
に
つ
い
て
は
特
別
の
取
扱
い
を
な
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
と
。
四
九
事
故
と
同
様
被
害
が
一
定
の
程
度
に
達
す
る
ま
で
は
填
補
の
責
に
任
ぜ
ぬ
と
か
或
は
単
独
海
損
な
る
故
こ
れ
を
填
補
外
に
置
く
と
す
れ
か
く
て
は
自
然
由
々
敷
大
事
を
醸
す
か
ら
特
定
危
次
に
特
定
の
性
質
損
害
及
び
そ
れ
に
類
似
の
損
害
が
特
定
危
険
に
基
因
し
た
場
合
、
何
故
保
険
者
の
免
責
を
阻
却
す
る
の
で
あ
ろ
う
わ
が
国
旧
貨
物
約
款
に
は
「
不
可
抗
カ
ニ
起
因
セ
サ
ル
漏
損
荷
造
ノ
破
損
中
荷
ノ
混
合
ョ
リ
生
シ
タ
ル
損
害
」
は
負
担
せ
ざ
る
旨
を
定
め
て
い
た
が
、
実
際
上
保
険
者
は
不
可
抗
力
に
よ
ら
ざ
る
理
由
を
立
証
し
て
そ
の
負
担
の
責
を
免
れ
る
こ
と
は
相
当
困
難
な
る
場
合
(
1
8
)
 
が
多
く
、
そ
の
た
め
当
時
者
間
に
争
い
を
醸
す
こ
と
が
多
い
か
ら
特
定
危
険
に
よ
る
場
合
は
例
外
と
し
た
の
で
あ
る
。
又
次
の
如
く
考
え
る
こ
と
も
出
来
る
。
即
ち
普
通
の
場
合
に
お
い
て
は
、
上
述
の
事
故
が
保
険
者
の
負
担
す
べ
き
事
故
な
り
や
或
は
他
の
約
款
の
規
定
に
よ
っ
て
免
責
せ
ら
る
べ
き
事
故
な
り
や
の
判
定
が
困
難
で
あ
る
か
ら
紛
争
を
さ
け
る
た
め
に
一
切
免
責
し
た
の
で
あ
る
が
、
特
定
危
険
(
1
9
)
 
の
発
生
の
場
合
に
は
、
な
お
こ
れ
を
免
責
す
る
理
由
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
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あ
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u
m
clause
も
若
干
相
違
し
て
い
る
。
(
1
2
)
G
o
w
,
 ibid., 
p. 
189. 
(
1
3
)勝呂
博
士
・
海
上
保
険
•
四
七
四
頁
(
1
4
)
G
o
w
,
 ibid., 
p
p
.
 
1
9
0
~、
2.
(
1
5
)加藤
博
士
•
生
成
ニ
―
o
i
―
頁
(16)
加
藤
由
作
「
海
上
損
害
論
」
昭
和
十
年
・
ニ
九
八
頁
（
以
下
加
聴
博
士
・
損
害
論
と
し
て
引
用
）
(17)
岩
本
教
授
・
堰
補
の
種
類
八
五
頁
(18)
損
害
保
険
統
制
会
「
海
上
保
険
（
貨
物
）
約
款
改
正
理
由
書
」
昭
和
十
八
年
・
ニ
ニ
し
三
頁
(19)
今
村
有
「
和
文
積
荷
及
運
送
保
険
約
款
」
東
京
海
上
、
損
害
保
険
実
務
講
座
第
一
1
一
巻
一
八
九
し
九
0
頁
（
以
下
今
村
博
士
・
保
険
約
款
と
し
て
引
用
）
今
村
有
「
海
上
保
険
契
約
論
」
中
巻
三
、
特
定
危
険
と
損
害
と
の
因
果
関
係
昭
和
十
七
年
・
一
五
六
頁
参
照
海
上
保
険
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
特
定
危
険
に
つ
い
て
（
亀
井
）
五
0
.51 
海
上
保
険
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
特
定
危
険
に
つ
い
て
（
亀
井
）
M
e
m
o
r
a
n
d
目
1
clau咎
S
t
h
e
ship b
e
 s
t
r
a
n
d
e
d
と
い
う
文
言
は
、
v. 
L
o
n
d
o
n
 A
s
s
u
r
a
n
c
e
事
件
に
お
い
て
、
本
事
件
に
関
し
て
L
o
r
d
R
y
d
e
r
は、
険
者
に
与
う
る
も
の
で
あ
る
と
判
決
し
た
。
こ
の
判
決
の
結
果
、
L
o
n
d
o
n
A
s
s
u
r
a
n
c
e
と
R
o
y
a
l
E
x
c
h
a
n
g
e
の
二
会
社
は
事
の
？） 
予
想
に
反
す
る
も
の
と
し
て
、
o
r
the ship b
e
 s
t
r
a
n
d
e
d
の
文
言
を
M
e
m
o
r
a
n
d
u
m
clause
か
ら
削
除
し
て
し
ま
っ
た
。
(
2
)
 
そ
の
代
り
R
o
y
a
l
E
x
c
h
a
n
g
e
の
方
は
o
r
o
t
h
e
r
w
i
s
e
 specially 
a
g
r
e
e
d
な
る
文
言
を
同
所
に
代
入
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
一
七
六
四
年
の
W
i
l
s
o
n
v. 
S
m
i
t
h
事
件
に
お
い
て
、
こ
れ
と
は
反
対
に
L
o
r
d
M
a
n
s
f
i
e
l
d
が
坐
礁
の
場
合
も
共
同
海
損
の
(
3
)
 
場
合
と
同
様
に
解
す
べ
し
と
判
決
し
た
の
で
あ
る
。
L
o
r
d
 K
e
n
y
o
n
が
最
後
の
決
定
を
与
え
た
。
ず
、
そ
の
後
に
至
っ
て
暴
風
雨
に
遭
遇
し
て
、
例
え
ば
九
割
の
損
害
を
被
っ
た
と
き
で
も
保
険
者
は
そ
の
損
害
の
全
部
を
支
払
わ
ね
ば
(
4
)
 
な
ら
な
い
と
判
決
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
英
国
に
お
い
て
は
坐
礁
と
損
害
と
の
間
に
因
果
関
係
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
が
確
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
保
険
者
が
坐
礁
に
基
因
し
た
損
害
の
み
を
支
払
え
ば
よ
い
の
か
、
又
は
航
海
中
生
じ
た
坐
礁
が
発
生
し
た
場
合
そ
の
航
海
中
に
生
じ
た
る
一
切
の
損
害
を
請
求
す
る
権
利
を
被
保
そ
の
後
の
事
件
に
お
い
て
二
つ
の
条
件
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
、
a
n
d
 M
e
r
s
e
y
 M
a
r
i
n
e
 I
n
s
u
r
a
n
c
e
 C
o
m
p
a
n
y
 v. 
Pitts, 
S
o
n
 a
n
d
 K
i
n
g
事
件
で
あ
り
、
a
n
d
 L
o
r
r
a
i
n
e
号
事
件
(Blackwood,
Bryson, a
n
d
g
m
p
a
n
y
 v. 
British and Foreign 
Marine Insurance C
o
m
p
a
n
y
事
件
）
で
あ
る
。
第
一
の
事
件
に
よ
れ
ば
玉
蜀
黍
が
、
S
臼
1
Nicolas
及
び
B
u
e
n
o
s
A
i
r
e
s
か
ら
欧
州
の
或
る
港
に
至
る
ま
で
の
航
海
に
つ
き
保
即
ち
、
そ
の
一
は
一
八
九
三
年
の
船
舶
が
坐
礁
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
裁
判
所
の
見
解
が
動
揺
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
損
害
全
部
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
が
法
廷
で
争
わ
れ
た
。
五
T
甘
:tmes
た
と
え
積
荷
が
少
し
も
損
害
を
受
け
そ
の
二
は
一
八
九
三
年
の
A
l器
ce
一
七
九
七
年
の
B
u
r
n
e
t
t
v
•
K
e
n
s
i
n
g
t
o
n
事
件
に
お
い
て
、
そ
の
制
定
後
五
年
を
へ
た
一
七
五
四
の
Cantillon
52 
第
二
の
事
件
は
米
を
Calcutta
か
ら
D
e
m
e
r
a
r
a
ま
で
、
補
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
険
に
付
せ
ら
れ
、
S
a
n
Nicolas
か
ら
二
六
、
九
一
〇
袋
、
B
u
e
n
o
s
A
i
r
e
s
か
ら
八
、
二
九
九
袋
が
積
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
そ
う
し
て
本
契
約
は
W
a
r
r
a
n
t
e
d
free f
r
o
m
 particular a
v
e
r
a
g
e、
unless
the ship o
r
 craft 
b
e
 s
t
r
a
n
d
e
d
の
条
件
で
あ
っ
た
。
検
査
の
結
果
同
船
は
堪
航
性
を
有
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
B
u
e
n
o
s
A
i
r
e
s
の
玉
蜀
黍
を
積
取
り
欧
州
に
向
つ
て
出
航
し
た
。
そ
の
航
海
中
積
荷
の
大
部
分
が
海
水
に
よ
っ
て
損
害
を
受
け
た
。
而
し
て
、
そ
の
米
の
一
部
が
運
送
に
適
さ
ざ
る
前
と
同
じ
条
件
で
保
険
に
付
せ
ら
れ
た
。
そ
の
航
海
の
途
中
暴
風
雨
蜀
黍
に
対
す
る
損
害
を
保
険
者
よ
り
填
補
し
て
も
ら
う
べ
く
訴
訟
を
起
し
た
の
で
あ
る
。
被
保
険
者
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
は
、
当
保
険
契
約
は
船
舶
が
坐
礁
し
た
場
合
を
除
い
て
単
独
海
損
を
担
保
せ
ず
と
の
条
件
で
あ
っ
て
、
船
舶
は
実
際
上
坐
礁
し
た
る
が
故
に
損
害
填
し
か
し
乍
ら
、
裁
判
所
は
船
舶
が
坐
礁
し
た
と
き
に
は
B
u
e
n
o
s
A
i
r
e
s
の
玉
蜀
黍
に
つ
い
て
は
未
だ
保
険
者
の
責
任
が
開
始
し
て
い
な
い
か
ら
、
こ
の
分
に
関
す
る
限
り
保
険
者
に
損
害
填
補
の
義
務
な
し
と
判
決
し
(
5
)
 
た
の
で
あ
る
。
に
遭
遇
し
た
た
め
、
積
荷
及
び
船
舶
が
損
害
を
受
け
M
a
u
r
i
t
u
s
港
に
入
津
し
た
。
た
め
に
全
部
の
米
を
荷
卸
し
、
運
送
に
適
さ
ざ
る
部
分
の
米
を
売
却
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
船
舶
が
修
繕
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
八
九
二
年
四
月
の
大
旋
風
の
た
め
、
修
繕
中
の
船
舶
が
岩
礁
に
乗
上
げ
救
助
の
見
込
が
立
た
な
く
な
っ
た
。
運
送
に
適
し
た
部
分
の
米
は
同
船
で
運
送
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
た
め
、
Brazil
号
と
呼
ぶ
船
舶
に
よ
っ
て
目
的
地
に
運
送
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
不
幸
に
し
て
本
船
も
又
暴
風
雨
の
た
め
損
害
を
受
け
、
積
荷
は
海
水
に
よ
っ
て
損
害
を
受
け
た
。
被
保
険
者
は
最
初
に
米
を
積
込
ん
だ
船
P
a
r
a
n
a
河
を
下
航
し
て
い
た
と
き
に
同
船
が
坐
礁
し
た
。
そ
こ
で
被
保
険
者
は
坐
礁
後
積
込
ま
れ
た
る
B
u
e
n
o
s
A
i
r
e
s
の
玉
し
か
し
同
船
は
無
事
に
引
下
さ
れ
て
B
u
e
n
o
s
A
i
r
e
s
に
到
達
し
た
。
船
舶
は
S
a
n
Nicolas
の
玉
蜀
黍
を
積
取
り
た
る
後
、
残
余
の
分
を
積
取
る
べ
v
B
u
e
n
o
s
 A
i
r
e
s
 
1.
向
つ
て
た。
海
上
保
険
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
特
定
危
険
に
つ
い
て
（
亀
井
）
五
53 
海
上
保
険
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
特
定
危
険
に
つ
い
て
（
亀
井
）
と
な
っ
て
い
た
し
、
現
在
に
お
い
て
も
、
clause 
1!.
お
い
て
も
M
e
m
o
r
a
n
d
u
m
clause
と
同
様
、
舶
が
坐
礁
し
た
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
損
害
填
補
を
請
求
し
た
。
し
か
し
乍
ら
Justice
B
a
r
n
e
s
は
保
険
の
目
的
が
坐
礁
の
際
船
舶
上
に
な
か
っ
た
が
故
に
保
険
者
は
こ
れ
を
填
補
す
る
義
務
が
な
い
し
又
坐
礁
の
と
き
ま
で
そ
の
米
を
A
l
s
a
c
e
a
n
d
 L
o
r
r
a
i
n
e
号
に
(
6
)
 
再
積
込
み
す
べ
く
企
図
し
た
事
実
あ
り
と
し
て
も
、
こ
れ
が
た
め
保
険
者
に
填
補
責
任
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
な
し
と
判
決
し
た
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
若
し
船
舶
が
坐
礁
し
た
な
ら
ぽ
、
保
険
者
は
損
害
の
額
に
関
係
な
く
単
独
海
損
を
担
保
せ
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
損
害
が
何
等
か
の
意
味
に
お
い
て
坐
礁
に
基
因
す
る
か
否
か
は
全
く
問
わ
な
い
の
で
あ
る
。
坐
礁
と
損
害
と
の
間
に
因
果
関
係
を
問
は
な
い
と
い
う
場
合
で
も
、
船
舶
に
関
し
て
は
坐
礁
し
た
る
と
き
に
保
険
者
の
責
任
が
開
始
し
て
い
た
こ
と
を
必
要
と
し
、
積
荷
に
関
し
て
は
船
(
7
)
 
舶
が
坐
礁
し
た
る
と
き
に
船
舶
に
積
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
以
上
の
こ
と
は
保
険
証
券
の
解
釈
に
関
す
る
規
則
第
十
四
条
に
次
の
如
く
規
定
さ
れ
て
い
る
。
W
h
e
r
e
 t
h
e
 
ship 
h
a
s
 
stranded, 
t
h
e
 
i
n
s
u
r
e
r
 
is 
liable 
for 
t
h
e
 e
x
c
e
p
t
e
d
 losses, 
a
l
t
h
o
u
g
h
 t
h
e
 loss 
is 
n
o
t
 
attributable to t
h
e
 stranding, 
p
r
o
v
i
d
e
d
 that w
h
e
n
 t
h
e
 s
t
r
a
n
d
i
n
g
 t
a
k
e
s
 place 
t
h
e
 risk 
h
a
s
 a
t
t
a
c
h
e
d
 and,if 
t
h
e
 
policy b
e
 o
n
 goods, 
that 
t
h
e
 d
a
m
a
g
e
d
 g
o
o
d
s
 a
r
e
 o
n
 b
o
a
r
d
.
 
M
e
m
o
r
a
n
d
u
m
 
clause
に
s
u
n
k
o
r
 
b
u
r
n
t
と
い
う
文
言
が
追
加
さ
れ
る
に
至
っ
て
、
五
即
ち
、
こ
れ
等
の
危
険
も
坐
礁
の
場
合
と
同
様
に
保
険
者
の
責
任
が
開
始
し
て
お
り
且
つ
被
害
貨
物
が
そ
の
沈
没
又
は
焼
失
せ
る
船
舶
に
搭
載
さ
れ
て
い
た
限
り
、
損
害
と
の
因
果
(
8
)
 
関
係
を
問
わ
な
い
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
以
上
の
こ
と
は
M
e
m
o
r
a
n
d
u
m
clause
を
近
代
化
し
た
F.
P. 
A. clause 
1/.
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
F
.
P
.
A
.
 
unless 
general, 
o
r
 the ship 
b
e
 stranded, 
s
u
n
k
 o
r
 b
u
r
n
t
 
unless general, 
o
r
 t
h
e
 vessel 
o
r
 craft 
b
e
 stranded, 
s
u
n
k
 ・or 
b
u
r
n
t
と
が
5
5ル
を
次
の
如
く
説
明
し
て
い
る
。
即
ち
一
般
に
使
用
さ
れ
る
F.
P. 
A
.
 
A
.
 
C.
の
書
式
は
、
F
r
e
e
of 
particular 
a
v
e
r
a
g
e
 
即
ち
指
定
危
険
の
一
っ
に
現
実
に
基
因
し
た
の
で
な
け
れ
ば
単
独
海
損
を
担
保
し
な
い
条
件
の
も
の
を
F.
P
.
A
.
 A.C. 
(
1
3
)
 
Particular 
Average, American Condition)
と
呼
び
区
別
し
て
い
る
。
ウ
イ
ン
タ
ー
及
び
ヒ
ュ
ー
プ
ナ
ー
は
こ
の
両
者
の
相
違
(Free of 
F
.
P
.
A
.
 
clau咎
を
F.
P
.
A
.
 E. C. 
(Free of Particular Average, English Condition)
と
呼
び
、
そ
の
間
に
因
果
を
要
求
す
る
も
の
、
米
国
に
お
い
て
は
、
坐
礁
、
沈
没
、
保
険
証
券
の
解
釈
に
関
す
る
規
則
第
十
四
条
は
単
に
坐
礁
の
場
合
だ
け
が
採
り
上
(
1
0
)
 
げ
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
沈
没
、
火
災
に
つ
い
て
も
同
様
に
解
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
M
e
m
o
r
a
n
d
u
m
 clause
や
F.
P
.
A
.
 clau器
に
in
collision
の
文
言
が
追
加
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
や
は
り
以
上
の
場
合
と
同
様
に
解
さ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
解
釈
を
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
、
衝
突
に
関
し
て
は
、
種
々
な
る
文
言
が
使
用
さ
れ
、
一
時
最
も
優
れ
た
文
言
と
し
て
(
1
1
)
 
vessel.
が
挿
入
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
現
在
の
F.
P
.
A
.
 
clau咎
に
は
for
a
n
y
 loss 
of 
o
r
 d
a
m
a
g
e
 to 
the interest 
insured w
h
i
c
h
 m
a
y
 r
e
a
s
o
n
a
b
l
y
 
attribibuted to 
fire, 
explosion, 
colision 
or 
contact of t
h
e
 vessel a
n
d
/
o
r
 
craft a
n
d
/
o
r
 c
o
n
v
e
y
a
n
c
e
 w
i
t
h
 a
n
y
 external s
u
b
s
t
a
n
c
e
 
(ice
甘
eluded)
other t
h
a
n
 w
a
t
e
r
,
·
…
•
•
と
担H
疋
さ
れ
て
い
(
1
2
)
 
る
か
ら
当
然
因
果
関
係
を
必
要
と
す
る
。
火
災
が
発
生
し
た
場
合
、
そ
れ
と
損
害
と
の
因
果
関
係
を
問
わ
ず
単
独
海
損
を
担
保
す
る
b
u
r
n
t
と
い
う
文
言
が
現
わ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
つ
て
お
り
、
unless
と
い
う
語
が
損
害
と
坐
礁
、
(
9
)
 
ら
で
あ
る
。
若
し
こ
れ
が
unless
c
a
u咎
d
b
y
 the vessel b
e
i
n
g
 stranded, s
u
n
k
 o
r
 b
u
r
n
t
と
な
っ
て
い
る
な
ら
ば
因
果
関
係
の
存
在
を
必
要
と
す
る
。
英
国
海
上
保
険
法
附
則
の
Lloyd̀
s
S
.
 
G. 
policy
の
M
e
m
o
r
a
n
d
u
m
clau器
に
は
s
u
n
k
or 
o
r
 the 
d
a
m
a
g
e
 
b
e
 
c
a
u
s
e
d
 
b
y
 
collision 
w
i
t
h
 
a
n
o
t
h
e
r
 
ship 
or 
沈
没
、
火
災
と
の
間
に
何
等
の
因
果
関
係
を
も
問
わ
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
か
海
上
保
険
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
特
定
危
険
に
つ
い
て
（
亀
井
）
五
四
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海
上
保
険
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
特
定
危
険
に
つ
い
て
（
亀
井
）
g
n
l
e
s
s
 c
a
u
s
e
d
 b
y
 stranding, 
sinking, 
b
u
r
n
i
n
g
,
 
o
r
 collision 
w
i
t
h
 a
n
o
t
h
e
r
 v
e
s
s
e
l
で
あ
り
最
も
単
純
な
F
.
P
.
A
.
 
E. 
C
.
の
書
式
は
F
r
e
e
of 
particular a
v
e
r
a
g
e
 u
n
l
e綴
t
h
e
vessel 
o
r
 craft b
e
 stranded, 
s
u
n
k
,
 burnt, 
o
r
 in 
co, 
損
害
の
近
因
を
な
す
に
あ
ら
ざ
れ
ば
保
険
者
は
単
独
海
損
を
担
保
し
な
い
の
に
反
し
、
後
者
に
お
い
て
は
前
記
四
つ
の
危
険
の
一
っ
だ
け
で
も
発
生
す
れ
ば
、
以
上
の
説
明
に
お
い
て
引
用
さ
れ
た
英
国
の
F
.
P. 
A. 
c
l
a
u
s
e
は
非
常
に
古
い
書
式
で
そ
の
前
後
を
問
わ
ず
且
つ
そ
れ
等
の
危
険
と
全
然
関
係
な
き
別
個
の
危
険
に
基
因
す
る
単
独
海
損
と
雖
も
保
険
(
1
4
)
 
者
は
填
補
の
責
を
免
れ
な
い
の
で
あ
る
。
あ
っ
て
、
衝
突
に
関
す
る
文
言
が
現
在
に
お
い
て
は
複
雑
と
な
っ
て
お
り
且
つ
英
国
に
お
い
て
も
衝
突
に
関
し
て
は
因
果
関
係
を
問
う
独
逸
の
F
r
e
i
v
o
n
 B
e
s
c
h
a
d
i
g
u
n
g
 a
u
s
s
e
r
 
i
m
 S
t
r
a
n
d
u
-
(
1
5
)
 
n
g
s
f
a
l
l
も
共
に
米
国
主
義
と
同
様
、
特
定
危
険
と
損
害
と
の
間
に
因
果
関
係
を
要
求
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
因
果
関
係
の
存
在
を
要
求
す
る
約
款
も
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、
V
o
y
a
g
e
 C
l
a
u
s
e
s
 (Hulls) 8
.
 
が
そ
れ
で
あ
る
。
五
五
さ
て
然
ら
ば
、
特
定
危
険
と
損
害
と
の
間
に
因
果
関
係
の
存
在
を
必
要
と
す
る
米
国
主
義
と
、
そ
れ
を
必
要
と
し
な
い
英
国
主
義
と
の
何
れ
が
勝
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ガ
ウ
は
、
坐
礁
あ
り
た
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
そ
れ
に
関
係
な
き
危
険
か
ら
生
じ
た
損
害
を
o
r
 the
 d
a
m
a
g
e
 b
e
 c
a
u
s
e
d
 b
y
 collision 
填
補
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
不
都
合
で
あ
り
、
に
つ
き
、
保
険
者
と
被
保
険
者
と
の
進
む
べ
き
真
に
中
庸
を
得
た
道
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
(
1
6
)
 
米
国
主
義
を
以
て
勝
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
加
藤
博
士
は
、
分
損
不
担
保
又
は
小
損
害
不
担
保
の
例
外
に
つ
い
て
、
損
害
と
特
定
危
険
と
の
間
に
因
果
関
係
を
必
要
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
条
項
の
本
来
の
意
義
で
あ
る
損
害
が
保
険
の
目
的
の
瑕
疵
に
出
で
の
で
あ
る
か
ら
注
意
を
要
す
る
。
わ
が
国
に
お
け
る
同
種
約
款
も
、
llisionで
4
の
つ
て
、
こ
れ
等
の
両
者
に
は
重
大
な
る
相
違
が
あ
る
。
な
る
文
言
は
坐
礁
及
び
火
災
の
問
題
Institute 
T
i
m
e
 C
l
a
u
s
e
s
 (Hulls) 
1
2
.
及
び
I
n
s
t
i
t
u
t
e
英
国
に
お
い
て
も
即
ち
、
前
者
に
お
い
て
は
前
記
四
つ
の
列
挙
危
険
中
の
―
つ
が
56 
註
(
1
)
P
a
r
k
•
J
.
A
.
,
A
 S
y
s
t
e
m
 of t
h
e
 L
a
w
 of 
M
a
r
i
n
e
 Insurance., 
7th 
ed. 
vol.1. 
G
o
w
,
 ibid., 
p. 
184. 
か
で
あ
ろ
う
。
べ
て
い
る
。
た
る
か
否
か
の
確
定
の
困
難
又
は
そ
の
頻
発
に
よ
る
保
険
者
の
手
数
の
繁
雑
回
避
と
い
う
理
由
は
全
く
失
わ
れ
る
旨
を
述
べ
て
お
ら
(
1
7
)
 
れ
、
暗
に
英
国
主
義
を
支
持
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
今
村
博
士
は
、
特
定
危
険
と
損
害
と
の
間
に
適
当
因
果
関
係
の
存
在
の
認
定
に
つ
い
て
困
難
な
問
題
が
発
生
す
る
か
ら
、
因
果
関
係
(
1
8
)
 
の
存
在
を
問
わ
ず
保
険
者
を
し
て
責
に
任
ぜ
し
む
る
こ
と
が
優
つ
て
い
る
旨
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
勝
呂
博
士
は
米
国
主
(
1
9
)
 
義
の
方
が
理
論
的
に
正
し
い
と
述
ぺ
ら
れ
て
い
る
。
ヒ
ュ
ー
プ
ナ
ー
は
「
英
国
主
義
の
解
釈
は
同
約
款
作
成
者
の
最
初
の
意
志
に
反
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
裁
判
所
が
か
か
る
解
釈
を
与
え
た
の
は
遺
憾
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
そ
の
た
め
に
海
上
保
険
に
重
大
な
る
投
機
的
要
素
を
与
え
た
の
み
な
ら
ず
、
や
や
も
す
れ
ば
道
徳
的
危
険
を
惹
起
し
易
い
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
被
保
険
者
が
積
荷
及
び
船
舶
の
所
有
者
な
る
場
合
に
は
、
一
方
に
お
い
て
比
較
的
低
料
率
を
以
て
分
損
不
担
保
の
契
約
を
締
結
し
て
お
き
、
こ
れ
を
保
険
証
券
中
に
列
挙
せ
ら
れ
た
る
危
険
に
基
く
分
担
を
担
保
す
る
保
険
契
約
に
変
ぜ
し
め
る
目
的
を
以
て
故
意
に
坐
礁
せ
し
め
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
(
2
0
)
 
う
。
こ
れ
等
の
欠
点
は
英
国
主
義
が
米
国
主
国
よ
り
遥
か
に
広
く
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
非
常
に
不
幸
で
あ
る
。
」
と
述
ウ
イ
ン
タ
ー
も
大
体
に
お
い
て
同
様
な
こ
と
を
述
べ
て
い
“6英
国
主
義
及
び
米
国
主
義
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
長
一
短
が
あ
る
が
、
理
論
的
に
は
米
国
主
義
を
、
実
務
的
に
は
英
国
主
義
を
以
て
勝
れ
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
被
保
険
者
に
と
つ
て
は
米
国
主
義
の
方
が
有
利
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
海
上
保
険
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
特
定
危
険
に
つ
い
て
（
亀
井
）
そ
れ
に
よ
れ
ば
因
果
関
係
の
存
否
に
関
し
て
争
い
が
多
い
こ
と
は
確
p
 2
5
.
 
&
 1
7
7
.
 
五
六
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海
上
保
険
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
特
定
危
険
に
つ
い
て
（
亀
井
）
五
七
(
2
)
W
品
h
t
&
 F
a
y
l
e
,
 
ibid. 
p. 
147. 
(
3
)
A
r
n
o
u
l
d
,
 ibid••s. 
8
8
6
 f.n. 18••Eldridge, 
ibid••p. 
123. 
(
4
)
G
o
w
,
 
ibid••p. 
184. 
(
5
)
T
e
m
p
l
e
m
a
n
 &
 G
r
e
e
n
a
c
r
e
,
 
ibid., 
pp. 195~6••Eldridge, 
ibid••p. 
127. 
(
6
)
T
e
m
p
l
e
m
a
n
 &
 G
r
e
e
n
a
c
r
e
,
 ibid., 
p. 
196., 
G
o
w
,
 
ibid••p. 
183. 
(
7
)
T
e
m
p
l
e
m
a
n
 &
 G
r
e
e
n
a
c
r
e
,
 ibid••p. 
195. 
(
8
)
葛
城
照
三
「
改
訂
増
補
英
文
積
荷
海
上
保
険
証
券
の
解
諒
」
昭
和
二
八
年
・
一
―
―
―
頁
（
以
下
葛
城
博
士
・
英
文
証
券
と
し
て
引
用
）
久
川
武
三
「
海
上
保
険
要
論
」
昭
和
五
年
・
ニ
六
九
頁
（
以
下
久
川
教
授
・
要
論
と
し
て
引
用
）
(
9
)
久
川
教
授
・
要
論
・
ニ
六
二
頁
(10)
東
京
海
上
「
海
上
保
険
の
解
院
」
昭
和
二
六
年
・
一
九
二
頁
(
1
1
)
G
o
w
,
 ibid., 
p. 
1
8
7・
令
190.
(
1
2
)
C
a
u
s
e
d
 b
y
と
attributed
to
と
の
間
に
は
若
干
の
相
違
が
あ
る
。
英
固
海
上
保
険
法
第
五
五
条
第
一
項
に
は
p
r
o
x
i
m
a
t
e
l
y
c
a
u
s
e
d
 b
y
と
な
っ
て
い
る
に
対
し
、
第
二
項
は
attributable
to
と
な
っ
て
い
る
0
c
a
u
s
e
d
 b
y
又
は
p
r
o
x
i
m
a
t
e
l
y
c
a
u
s
e
d
 b
y
よ
り
attributable
t
o
又
は
r
e
a
s
o
n
a
b
l
y
attributed t0
の
古
く
か
E
g呆
関
ぼ
m
を
E
{
v
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
(
I
n
s
t
i
t
u
t
e
.
H
a
n
d
b
o
o
k
o
n
 
M
a
r
i
n
e
 
Contract, 
1
9
5
0
 
p. 
7
8
,
!
d
は
T
h
e
t
e
r
m
 "
r
e
a
s
o
n
a
b
l
y
 attr, 
i
b
u
t
e
d
 t
o
"
 in 
w
i
d
e
r
 t
h
a
n
 
"
p
r
o
x
i
m
a
t
e
l
y
 c
a
u
s
e
d
 b
y
"
 a
n
d
 to 
t
h
a
t
 
e
x
t
e
n
t
 t
h
e
 risks 
a
r
e
 increased.
と
碑
5
明
ぐ
し
て
い
る
）
つ
ま
り
前
者
の
方
が
後
者
よ
り
も
因
果
関
係
を
要
求
す
る
租
度
が
厳
格
な
の
で
あ
ろ
う
。
(
1
3
)
M
u
l
l
i
n
s
,
 H
.
A
.
,
 
M
a
r
i
n
e
 I
n
s
u
r
a
n
c
e
 Digest••1951. 
pp. 
1
6
3
~
4
・
 
前
田
加
一
郎
「
海
上
保
険
実
務
入
門
」
昭
和
廿
八
年
・
九
六
し
七
頁
参
照
(
1
4
)
W
i
n
t
e
r
,
 W
.
D
.
,
 M
a
r
i
n
e
 I
n
s
u
r
a
n
c
e
 Its 
Principle 
a
n
d
 Practice. 
3
r
d
 ed. 
1952. 
pp. 
2
3
6
~
7
.
 
H
u
e
b
n
e
r
,
 S
.
 
S., 
M
a
t
甘
e
I
n
s
u
r
a
n
c
e
.
 
1920. 
pp. 
1
0
7
 ~
8
.
 
(
1
5
)
R
i
t
t
e
r
,
 
a. 
a. 
O. S
.
 
1293. 
58 
(16)gw, ibid., 
p. 
1
8
7
.
 
(
1
7
)
加
藤
博
士
•
生
成
・
ニ
0
八
頁
、
損
害
論
三
0
三
頁
(
1
8
)
今
村
博
士
・
保
険
約
款
・
一
九
0
頁
(
1
9
)勝呂
博
士
•
海
上
保
険
・
一
九
二
頁
(
2
0
)
H
u
e
b
n
e
r
,
 ibid., 
p. 
108. 
(
2
1
)
W
i
n
t
e
r
,
 ibid., 
p. 
2
3
6
.
 
四
、
特
定
危
険
各
説
沈
没
と
は
船
舶
が
浮
力
を
失
い
全
船
体
が
水
面
下
に
没
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
船
舶
が
浸
水
し
著
し
く
沈
下
す
る
も
な
お
沈
没
と
い
(
1
)
 
う
こ
と
は
出
来
な
い
。
し
か
し
、
必
ず
し
も
船
体
が
全
く
海
底
に
没
し
、
そ
の
救
助
が
不
可
能
な
状
態
に
あ
る
こ
と
を
必
要
と
し
な
い
。
英
法
に
お
い
て
は
sinking
を
更
に
f
o
u
n
d
e
r
i
n
g
と
s
u
b
m
e
r
s
i
o
n
と
に
区
別
し
、
前
者
は
船
舶
及
び
積
荷
が
深
海
に
沈
没
し
て
救
助
の
見
込
な
き
場
合
を
い
い
後
者
は
水
浅
き
と
こ
ろ
に
沈
没
し
て
救
助
の
見
込
あ
る
場
合
を
い
う
。
前
者
は
現
実
全
損
を
構
成
し
、
(
2
)
 
後
者
は
解
釈
全
損
を
構
成
す
る
。
英
国
に
お
け
る
沈
没
に
関
す
る
唯
一
の
判
例
は
一
八
八
六
年
の
B
r
y
a
n
t
a
n
d
 May'¥v. L
o
n
d
o
n
 
A
笏
u
r
a
n
c
e
C
o
m
p
a
n
y
事
件
で
あ
る
。
本
件
に
よ
れ
ば
燐
寸
の
軸
木
を
B.
C. 
B
o
y
e
s
e
n
号
に
積
込
み
Q
u
e
b
e
c
よ
り
L
o
n
d
o
n
へ
運
送
し
て
い
た
。
本
船
が
G
r
a
v
e
s
e
n
d
1/.
到
達
し
た
際
に
は
主
摘
の
後
部
ま
で
甲
板
を
水
中
に
没
し
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
前
部
は
水
面
上
に
あ
っ
て
、
船
長
室
及
び
客
室
上
の
甲
板
は
水
面
上
に
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
そ
の
積
荷
は
非
常
に
濡
れ
た
が
、
そ
の
一
部
は
乾
燥
し
て
引
渡
す
(
a
)
沈
没
海
上
保
険
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
特
定
危
険
に
つ
い
て
（
亀
井
）
五
八
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海
上
保
険
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
特
定
危
険
に
つ
い
て
（
亀
井
）
坐
礁
と
な
ら
な
い
。
若
し
、
船
舶
が
触
礁
し
て
進
行
し
た
と
し
て
も
坐
礁
と
は
見
倣
せ
な
い
。
五
九
し
か
し
船
舶
が
海
岸
に
吹
き
付
け
ら
こ
と
が
出
来
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
被
保
険
者
は
、
木
材
を
積
め
る
船
舶
の
沈
没
し
得
る
と
こ
ろ
ま
で
沈
没
せ
る
も
の
な
る
故
に
、
状
態
は
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
上
の
沈
没
を
構
成
す
る
と
主
張
し
た
。
し
か
し
、
裁
判
所
は
積
荷
が
な
お
一
層
浸
水
し
た
な
ら
ば
、
船
舶
は
更
に
(
3
)
 
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
上
の
沈
没
な
る
言
葉
に
該
当
し
な
い
と
判
決
し
た
の
で
あ
る
。
沈
没
の
発
一
層
水
中
に
没
し
た
で
あ
ろ
う
と
認
定
し
、
生
原
因
に
は
種
々
な
る
も
の
が
あ
る
。
即
ち
、
暴
風
雨
・
坐
礁
・
火
災
・
衝
突
・
戦
争
、
船
員
の
悪
行
・
船
舶
の
不
堪
航
な
ど
の
結
果
と
し
て
起
る
の
が
通
常
で
あ
る
。
暴
風
雨
に
よ
る
沈
没
は
海
固
有
の
危
険
に
属
す
る
が
、
火
災
の
不
可
避
的
な
沈
没
は
火
災
の
危
険
と
見
倣
し
、
衝
突
の
必
然
的
結
果
と
し
て
の
沈
没
は
衝
突
の
危
険
と
見
倣
す
こ
と
に
な
る
。
き
は
、
(
b
)
坐
礁
及
び
膠
沙
わ
が
国
海
上
保
険
法
上
の
解
釈
に
お
い
て
は
、
坐
礁
は
岩
礁
そ
の
他
の
堅
牢
な
る
物
体
に
乗
揚
げ
、
容
易
に
引
卸
し
得
な
い
が
如
き
状
態
に
陥
る
こ
と
を
い
い
、
そ
の
乗
揚
げ
た
る
場
所
及
び
物
体
が
砂
地
、
泥
床
、
浅
瀬
な
ど
の
堅
牢
で
な
い
場
所
又
は
物
体
で
あ
る
と
こ
れ
を
膠
沙
と
い
つ
て
区
別
し
て
い
る
。
英
法
に
お
い
て
は
、
な
る
方
法
で
行
わ
れ
た
も
の
が
s
t
r
a
n
d
i
n
g
で
あ
る
。
従
っ
て
strading
を
坐
礁
と
訳
し
、
g
r
o
u
n
d
i
n
g
を
膠
沙
と
訳
す
の
は
必
(
5
)
 
ず
し
も
正
確
で
は
な
い
。
坐
礁
に
関
す
る
判
例
は
非
常
に
多
い
。
こ
れ
等
か
ら
帰
納
さ
れ
る
結
論
と
し
て
、
坐
礁
を
構
成
す
る
に
は
二
つ
の
条
件
が
必
要
で
あ
る
。
即
ち
、
坐
礁
は
水
底
（
岩
礁
、
泥
土
、
又
は
砂
地
な
ど
の
何
れ
た
る
こ
と
を
問
わ
ず
）
又
は
水
底
に
固
着
し
た
障
(
6
)
 
碍
物
に
固
着
し
て
動
か
な
い
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
且
つ
か
か
る
接
地
が
偶
然
か
又
は
異
常
で
あ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
一
八
一
六
年
の
B
a
k
e
r
v. 
T
o
w
r
y
事
件
に
お
い
て
、
L
o
r
d
E
l
e
n
b
o
r
o
u
g
h
は
「
船
舶
が
海
底
に
単
に
触
礁
す
る
の
み
に
て
は
れ
、
又
は
浅
瀬
に
乗
揚
げ
て
、
地
上
に
或
る
時
間
停
止
す
る
と
き
は
、
こ
の
か
か
る
区
別
な
v
g
r
o
u
n
d
i
n
g
の
内
偶
然
に
生
じ
又
は
異
常
こ
れ
に
よ
っ
て
受
け
た
損
害
の
程
度
に
関
係
な
く
坐
礁
し
た
る
6o 
に
到
達
し
、
退
潮
の
際
に
接
地
し
て
堅
牢
な
る
物
体
の
た
め
に
損
害
を
蒙
っ
た
。
Justice T
i
n
d
a
l
は
「
本
件
は
船
舶
が
坐
礁
し
た
は、
も
の
と
見
倣
さ
れ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
而
し
て
本
件
は
船
舶
が
十
五
分
乃
至
二
十
分
間
地
面
に
定
着
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
五
年
の
M
、D
o
u
g
i
ev•Royal 
E
x
c
h
a
n
g
e
事
件
に
よ
れ
ば
、
或
る
船
舶
が
出
港
の
際
に
船
梁
の
一
端
を
下
に
し
て
、
十
秒
間
横
倒
れ
に
な
り
、
そ
の
後
浮
揚
し
て
航
海
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
が
、
て
普
通
の
こ
と
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
か
く
し
て
、
(
9
)
 
な
い
と
判
決
さ
れ
た
。
L
o
r
d
 E
l
e
n
b
o
r
o
u
g
h
 
一
分
三
「
本
件
は
触
礁
で
あ
っ
て
、
坐
礁
で
は
な
い
。
数
分
間
船
梁
の
一
端
を
下
に
し
て
横
わ
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
充
分
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
衝
突
は
必
然
的
に
船
舶
の
活
動
が
遅
緩
す
る
に
相
違
な
い
。
若
し
、
自
然
力
に
よ
っ
て
地
面
に
乗
揚
げ
且
つ
停
止
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
障
碍
物
が
杭
で
も
、
岩
礁
で
も
、
又
は
海
岸
で
も
そ
れ
は
問
題
で
な
い
。
し
か
し
単
な
る
衝
突
は
如
何
な
る
場
所
に
惹
起
さ
れ
て
も
、
坐
礁
と
(
7
)
 
は
な
ら
な
い
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
以
上
の
判
決
に
よ
っ
て
、
坐
礁
を
構
成
す
る
た
め
に
は
一
分
舟
秒
と
十
五
分
と
の
間
に
お
け
る
或
る
時
間
の
停
止
が
な
け
れ
ば
な
ら
(
8
)
 
な
い
こ
と
を
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
と
、
ガ
ウ
は
説
明
し
て
い
る
。
一
八
九
0
年
の
H
e
a
r
n
e
v
•
E
d
m
u
n
d
s事
件
に
よ
れ
ば
、
C
o
r
k港
に
到
達
す
る
た
め
、
河
を
遡
航
せ
る
船
舶
が
河
水
の
浅
き
た
め
、
最
初
に
八
時
間
後
に
十
時
間
河
底
に
定
着
し
た
。
そ
の
後
C
o
r
k
港
に
無
事
入
港
し
た
が
、
後
に
千
潮
の
た
め
船
舶
が
横
倒
し
と
な
り
、
次
の
満
潮
に
よ
っ
て
浮
揚
し
た
。
本
件
に
お
け
る
証
言
に
よ
れ
ば
、
か
く
の
如
く
土
地
に
定
着
す
る
こ
と
は
C
o
r
k
港
に
お
い
か
か
る
接
地
は
普
通
の
航
海
の
自
然
の
成
行
に
過
ぎ
な
い
か
ら
坐
礁
で
一
八
三
二
年
の
K
i
n
g
s
f
o
r
d
v. 
M
a
r
s
h
a
l
l
事
件
に
よ
れ
ば
、
高
潮
港
に
お
い
て
船
舶
が
適
当
な
る
定
泊
地
の
で
は
な
く
、
普
通
の
航
海
に
お
い
て
接
地
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
然
ら
ざ
れ
ば
退
潮
の
度
毎
に
坐
礁
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
而
し
て
減
損
し
易
き
商
品
の
分
損
に
対
し
て
保
険
者
の
保
護
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
は
何
の
値
打
も
な
い
も
の
と
な
る
。
海
上
保
険
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
特
定
危
険
に
つ
い
て
（
亀
井
）
六
0
一
八
“ 
海
上
保
険
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
特
定
危
険
に
つ
い
て
（
亀
井
）
(
C
)
火
災
接
地
は
船
舶
が
航
海
の
通
常
の
過
程
に
お
い
て
必
然
的
に
附
随
す
る
自
然
的
原
因
の
み
よ
り
生
じ
た
る
場
合
で
は
な
し
に
、
偶
然
且
つ
異
常
な
る
原
因
よ
り
生
じ
た
る
場
合
に
お
い
て
坐
礁
と
な
る
。
」
と
判
示
し
た
。
か
か
る
坐
礁
構
成
の
第
二
の
要
件
よ
り
し
て
、
航
海
の
通
常
の
成
行
き
と
し
て
接
地
の
起
り
易
い
ス
エ
ズ
・
。
ハ
ナ
マ
運
河
そ
の
他
の
運
河
及
び
潮
港
又
は
潮
河
に
お
い
て
は
、
接
地
を
坐
礁
と
見
倣
さ
な
い
と
す
る
G
r
o
u
n
d
i
n
g
clause
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
接
地
に
つ
き
一
々
そ
れ
が
保
険
事
故
を
構
成
す
る
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
の
繁
を
避
け
る
た
め
に
、
1
、
1
ノ
一
方
で
は
そ
れ
に
拘
ら
ず
そ
の
接
地
か
ら
生
じ
た
損
害
を
担
保
す
る
こ
と
を
約
し
た
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
場
所
内
で
の
接
地
も
坐
礁
を
構
成
す
る
の
も
あ
る
に
は
相
違
な
い
が
、
そ
の
都
度
保
険
者
の
資
任
が
坐
礁
と
無
関
係
(
1
0
)
 
に
そ
の
船
舶
内
に
生
じ
た
損
害
ま
で
拡
張
さ
れ
る
の
を
避
け
た
の
で
あ
る
。
商
法
第
八
五
三
条
第
一
項
及
び
約
款
第
一
―
四
条
第
二
項
に
坐
礁
の
概
念
を
規
定
し
て
い
る
。
ば
、
乗
揚
げ
が
異
常
な
る
事
情
の
下
に
発
生
す
る
こ
と
を
必
要
と
し
、
乗
揚
げ
た
場
所
が
岩
礁
な
ど
の
如
く
堅
牢
な
る
物
体
で
な
く
て
(
1
1
)
 
も
、
砂
地
や
泥
床
で
あ
っ
て
も
差
支
え
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
坐
礁
や
膠
沙
も
又
沈
没
と
同
様
事
故
形
態
の
危
険
に
属
し
、
そ
の
坐
礁
又
は
膠
沙
は
、
海
賊
、
拿
捕
、
沈
没
、
火
災
な
ど
船
舶
及
び
積
荷
に
共
通
の
切
迫
せ
る
危
険
を
免
れ
る
た
め
に
、
船
長
が
故
意
に
坐
礁
又
は
膠
沙
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
。
か
か
場
合
の
損
害
は
共
同
海
損
と
し
て
各
利
害
関
係
者
に
分
担
せ
し
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
保
険
関
係
に
お
い
て
は
、
か
か
る
分
担
問
題
と
は
一
応
無
関
係
に
、
船
長
が
固
避
せ
ん
と
し
た
現
実
的
危
険
（
海
賊
、
拿
捕
、
沈
没
、
火
災
な
ど
）
に
よ
る
損
害
と
し
て
填
補
し
、
被
保
険
者
の
他
の
利
害
関
係
者
に
対
し
て
有
す
る
権
利
に
代
位
す
る
の
で
あ
る
。
発
生
原
因
に
つ
い
て
も
沈
没
と
大
体
に
お
い
て
同
様
で
あ
る
。
独
逸
に
お
い
て
は
、
見
倣
さ
な
い
こ
と
を
規
定
す
る
と
同
時
に
、
そ
れ
に
よ
れ
一
方
で
は
か
か
る
接
地
を
坐
礁
と
本
約
款
は
か
か
る
接
地
を
生
じ
易
い
運
河
・
潮
港
内
で
の
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海
上
保
険
に
お
け
る
火
災
と
火
災
保
険
に
お
け
る
火
災
と
は
大
体
同
意
義
で
あ
る
。
独
逸
火
災
保
険
普
通
約
款
第
一
条
第
二
項
は
、
火
災
と
は
一
定
の
火
床
な
く
し
て
発
生
し
た
る
火
、
又
は
一
定
の
火
床
を
去
っ
た
火
で
あ
っ
て
、
自
力
を
以
て
拡
大
す
る
恐
れ
あ
る
火
(
1
2
)
 
と
定
義
し
て
い
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
も
同
様
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
英
法
に
お
い
て
は
複
雑
で
あ
っ
て
、
burnt
と
o
n
fire
と
は
相
違
し
て
い
る
。
前
者
は
単
な
る
船
火
事
で
な
く
、
に
堪
え
し
め
ざ
る
程
度
の
火
災
た
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
o
n
fire 
~
そ
の
規
模
の
大
小
及
び
被
害
の
程
度
を
問
一
八
九
四
年
の
て
い
た
。
そ
の
間
一
度
宛
同
船
の
石
炭
庫
に
火
災
が
発
生
し
た
。
そ
う
し
て
そ
の
損
害
は
各
々
免
責
歩
合
未
満
で
あ
っ
た
。
本
船
は
火
災
に
よ
っ
て
航
海
を
さ
ま
た
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
本
件
は
、
Justice
B
a
r
n
e
s
 J.
よ
っ
て
、
(
1
3
)
 
険
者
免
責
を
阻
却
し
な
い
と
判
決
さ
れ
た
。
こ
の
判
決
は
永
い
間
当
然
の
こ
と
と
思
わ
れ
て
い
た
原
則
を
覆
し
た
る
た
め
、
頗
る
世
人
の
注
意
を
喚
起
し
、
わ
な
い
。
こ
の
判
決
後
保
険
証
券
に
o
n
fire
な
る
語
が
追
加
さ
れ
た
。
れ
た
る
も
の
を
取
戻
す
事
に
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
こ
の
判
決
は
M
e
m
o
r
a
n
d
u
m
clau器
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
F・
P. 
A. clause, 
W. A. clau器
中
の
b
u
r
n
t
1l,
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
損
害
と
の
因
果
関
係
を
必
要
と
し
な
い
が
、
o
n
fire
の
方
は
、
損
害
と
の
間
に
因
果
関
係
を
必
要
と
す
る
。
(
U
)
 
な
く
、
そ
の
両
方
を
含
ん
で
い
る
。
そ
の
理
由
は
被
保
険
者
が
判
決
に
よ
っ
て
奪
わ
同
約
款
に
お
い
て
b
u
r
n
t
の
方
は
unless,
. 
b
u
r
n
t
 
わ
が
国
同
種
約
款
の
火
災
に
つ
い
て
は
、
英
法
の
如
v
burnt
と
o
n
fre
と
の
区
別
M
e
m
o
r
a
n
d
u
m
 
clau咎
中
の
b
u
r
n
t
!J.
関
し
て
注
意
を
要
す
べ
き
は
、
積
荷
が
火
災
に
よ
っ
て
焼
失
し
て
も
そ
の
火
災
の
た
(
1
5
)
 
め
船
舶
が
損
害
を
受
け
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
保
険
者
は
積
荷
の
分
損
を
支
払
う
責
に
任
じ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
atributed to 
fire
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
単
な
る
火
災
で
あ
る
か
ら
保
Glenlivet
号
事
件
に
よ
れ
ば
、
保
険
契
約
が
期
間
保
険
で
あ
っ
て
、
一
個
の
別
々
の
航
海
か
ら
成
立
つ
海
上
保
険
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
特
定
危
険
に
つ
い
て
（
亀
井
）
被
害
船
舶
を
し
て
航
海
に
支
障
あ
ら
し
め
、 六
同
船
を
し
て
航
海
の
用
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海
上
保
険
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
特
定
危
険
に
つ
い
て
（
亀
井
）
一
八
八
三
年
の
F.
P. 
A. 
clau咎
は
一
九
―
二
年
Institute
of L
o
n
d
o
n
 U
n
d
e
r
w
r
i
t
e
r
s
が
Institute
c
a
r
g
o
 
clause 
を
作
成
す
る
際
、
幾
多
の
訂
正
を
受
け
た
が
、
六 こ
れ
に
よ
っ
て
船
舶
が
炎
上
(
1
6
)
 
し
た
と
き
に
限
ら
ず
貨
物
だ
け
が
焼
け
た
と
き
で
も
、
保
険
者
填
補
の
責
に
任
ず
る
こ
と
が
追
加
さ
れ
た
。
わ
が
国
貨
物
約
款
第
廿
五
条
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
は
、
船
舶
其
ノ
他
ノ
輸
送
用
具
ノ
沈
没
．
坐
礁
．
膠
沙
・
火
災
•
他
物
ト
ノ
衝
突
・
脱
線
又
ハ
顛
覆
二
因
リ
テ
生
ジ
タ
ル
分
損
と
な
っ
て
お
り
、
運
送
保
険
普
通
保
険
約
款
第
廿
五
条
（
分
損
担
保
）
第
一
項
第
二
号
は
、
火
災
又
ハ
輸
送
用
具
ノ
脱
線
・
顛
覆
·
墜
落
•
他
物
ト
ノ
衡
突
·
沈
没
．
坐
礁
若
ハ
膠
沙
二
因
リ
テ
生
ジ
タ
ル
分
損
と
な
っ
て
い
る
。
貨
物
約
款
で
の
火
災
は
輸
送
用
具
の
火
災
の
み
で
あ
る
に
対
し
、
運
送
約
款
で
は
貨
物
の
火
災
と
輸
送
用
具
の
火
災
の
双
方
を
含
ん
で
い
る
。
従
っ
て
、
貨
物
約
款
の
本
条
項
及
び
分
損
不
担
保
条
件
で
は
、
輸
送
用
具
上
で
の
貨
物
の
み
の
火
災
、
或
は
倉
庫
間
約
款
挿
入
の
際
の
倉
庫
内
で
の
火
災
は
担
保
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
か
か
る
場
合
の
損
害
は
貨
物
約
款
第
廿
五
条
第
一
項
第
三
号
（
特
定
分
損
以
外
の
分
損
に
し
て
免
責
歩
合
超
過
額
）
に
規
定
さ
れ
た
条
項
で
担
保
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。
第
二
号
の
規
定
の
性
質
及
び
第
三
号
の
免
責
歩
合
制
度
の
性
質
か
ら
考
え
れ
ば
、
火
災
は
船
舶
そ
の
他
の
輸
送
用
具
に
限
定
せ
ず
、
運
送
約
款
(
1
7
)
 
の
如
く
規
定
さ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
貨
物
約
款
第
五
条
の
火
災
に
関
し
て
も
同
様
な
問
題
が
生
じ
、
原
因
と
し
て
は
、
純
然
た
る
偶
発
的
事
故
・
落
雷
・
自
然
発
火
・
爆
発
な
ど
が
あ
る
。
純
然
た
る
偶
発
的
事
故
に
よ
る
火
災
と
い
う
の
は
、
船
渠
又
は
波
止
場
の
火
災
が
船
舶
に
燃
え
移
っ
た
と
い
う
が
如
き
場
合
で
あ
り
、
か
か
る
場
合
、
保
険
者
は
当
然
填
補
の
責
に
任
ず
る
。
人
為
的
事
故
に
は
船
長
又
は
船
員
の
過
失
又
は
故
意
・
保
険
契
約
者
又
は
被
保
険
者
の
過
失
又
は
故
意
、
第
三
者
の
過
失
又
は
故
意
な
ど
が
あ
っ
て
、
何
れ
も
火
災
の
原
因
と
な
り
得
る
が
、
(
1
8
)
 
こ
れ
も
又
運
送
約
款
の
如
く
規
定
さ
れ
る
の
が
望
ま
し
い
。
火
災
の
こ
れ
等
の
原
因
は
火
災
だ
け
に
特
有
の
原
因
で
は
な
く
、
寧
ろ
危
険
の
中
で
も
主
な
も
の
と
し
て
、
fire
が
発
生
し
た
場
合
、
6ム
英
法
に
お
い
て
は
、
in
collision
は
他
の
船
舶
と
の
衝
突
を
意
味
す
る
。
即
ち
一
八
八
0
年
の
R
i
c
h
a
r
d
s
o
n
v. 
B
u
r
r
o
w
s
事
件
(
d
)
衝
う
ま
で
も
な
い
。
突
(
1
9
)
 
原
因
系
統
か
ら
見
た
人
為
的
危
険
事
故
と
し
て
別
個
に
考
察
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
落
雷
に
よ
る
火
災
の
損
害
は
保
険
者
填
補
の
責
に
任
ず
る
。
何
故
な
ら
ば
落
雷
自
体
が
一
の
海
上
危
険
と
考
え
ら
れ
、
火
災
を
伴
う
と
否
と
に
拘
ら
ず
保
険
者
の
負
担
す
る
危
険
だ
か
ら
で
あ
る
。
独
逸
約
款
第
二
八
条
は
落
雷
を
掲
げ
て
い
る
。
英
法
に
お
い
て
は
、
落
雷
を
(
2
0
)
 
以
て
海
固
有
の
危
険
に
属
す
る
と
い
う
見
解
と
、
海
固
有
の
危
険
で
は
な
く
、
火
災
の
類
似
危
険
と
し
て
all
other 
perils 1.
含
ま
し
(
2
1
)
 
め
る
見
解
と
が
存
在
す
る
。
何
れ
の
場
合
で
も
保
険
者
の
負
担
す
る
危
険
た
る
こ
と
は
変
り
が
な
い
。
自
然
発
火
に
よ
る
火
災
は
、
石
炭
・
黄
麻
・
棉
花
・
椰
子
の
実
等
の
積
荷
の
固
有
の
性
質
か
ら
惹
起
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
か
か
る
損
害
は
保
険
の
目
的
の
性
質
又
は
瑕
疵
に
基
く
損
害
に
し
て
保
険
者
填
補
の
責
に
任
じ
な
い
。
自
然
発
火
を
保
険
者
に
負
担
せ
し
め
る
た
め
に
は
特
約
を
必
要
と
す
る
。
爆
発
に
よ
る
火
災
損
害
は
、
わ
が
国
及
び
英
国
に
お
い
て
は
、
原
則
と
し
て
保
険
者
填
補
の
責
に
任
じ
な
い
。
・
わ
が
国
貨
物
約
款
第
一
1
-
条
で
は
爆
発
を
免
責
危
険
と
し
て
お
り
、
英
国
で
は
危
険
条
項
の
列
挙
危
険
或
は
そ
の
類
似
危
険
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
F. 
P. 
A. clause, 
W. A. 
clau咎
で
は
explosion
を
追
加
し
、
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
独
逸
に
お
い
て
も
爆
発
は
例
示
危
険
で
あ
り
且
つ
坐
礁
に
準
ず
る
特
定
危
険
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
爆
発
に
よ
る
火
災
・
火
災
に
よ
る
爆
発
は
当
然
保
険
者
が
責
任
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
火
災
は
そ
の
発
生
の
結
果
沈
没
・
坐
礁
．
衡
突
な
ど
の
海
上
危
険
を
惹
起
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
火
災
が
原
因
形
態
の
危
険
で
あ
り
、
沈
没
．
坐
礁
・
衡
突
な
ど
が
事
故
形
態
の
危
険
と
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
火
災
を
負
担
せ
る
保
険
者
は
、
火
災
に
よ
る
損
害
と
し
て
填
補
の
責
に
任
ず
る
の
は
い
海
上
保
険
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
特
定
危
険
に
つ
い
て
（
亀
井
）
特
定
危
険
の
一
っ
と
し
て
い
る
か
ら
、
保
険
者
責
任
を
負
う
六
四
し
か
し
6.5 
海
上
保
険
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
特
定
危
険
に
つ
い
て
（
亀
井
）
に
お
い
て
、
L
o
r
d
Coleridge
が
in
collision
は
他
船
と
の
衝
突
の
み
を
意
味
し
、
他
物
と
の
衝
突
を
意
味
す
る
も
の
で
な
い
と
(
2
2
)
 
判
決
し
た
。
従
つ
て
船
舶
が
他
の
物
体
と
衝
突
す
る
危
険
を
保
険
者
に
負
担
さ
せ
る
た
め
に
は
、
F.
P.A. 
clau咎
及
び
w.
A. 
clause 
J.
お
け
る
如
v
collision o
r
 contact of the vessel a
n
d
/
o
r
 craft a
n
d
/
o
r
 
c
o
n
v
e
y
a
n
c
e
 w
i
t
h
 a
n
y
 external 
s
u
b
s
t
a
n
c
e
 (ice 
included) 
o
t
h
e
r
 t
h
a
n
 w
a
t
e
r
,
と
い
う
扁
t
な
文
＿
言
を
描
デ
入
せ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
(
2
3
)
 
の
物
体
と
の
衝
突
を
含
む
広
義
の
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。
独
法
に
お
い
て
は
、
Kollision
は
船
舶
と
船
舶
と
の
衝
突
を
意
味
す
る
が
N
u器
m
m
e
n
s
t
o
s
s
と
い
う
場
合
は
、
わ
が
国
同
様
広
(
2
4
)
 
義
の
も
の
を
意
味
す
る
。
衝
突
は
暴
風
雨
・
濃
霧
な
ど
に
よ
っ
て
偶
然
に
起
る
こ
と
も
あ
り
、
或
は
他
船
の
過
失
又
は
被
保
険
船
舶
の
過
失
に
よ
っ
て
起
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
等
の
場
合
に
お
い
て
、
衝
突
が
危
険
の
要
件
を
そ
な
え
る
限
り
、
海
固
有
の
危
険
に
属
す
る
も
の
と
し
て
保
険
者
に
責
(
2
5
)
 
任
が
あ
る
。
又
戦
争
危
険
の
避
け
難
い
結
果
と
し
て
衝
突
が
生
ず
る
こ
と
が
あ
る
が
、
戦
争
危
険
を
負
担
し
て
い
な
い
保
険
者
は
、
か
か
る
損
害
を
填
補
す
る
責
に
任
じ
な
い
。
け
だ
し
、
六
五
こ
の
種
の
損
害
は
戦
争
危
険
に
よ
る
損
害
で
あ
っ
て
、
衝
突
に
よ
る
損
害
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
衝
突
が
被
保
険
船
舶
の
過
失
に
よ
っ
て
生
じ
、
他
船
又
は
他
物
に
損
害
を
与
え
た
場
合
に
は
、
保
険
者
は
単
に
直
接
損
害
た
る
被
保
険
船
舶
の
物
的
損
害
の
み
を
負
担
す
れ
ば
足
り
、
間
接
損
害
た
る
被
保
険
者
の
支
払
う
べ
き
損
害
賠
償
金
を
負
担
す
る
を
要
し
な
い
。
従
っ
て
保
険
者
の
責
任
を
こ
れ
ま
で
に
拡
張
す
る
た
め
に
は
法
律
又
は
約
款
上
別
段
の
定
め
を
必
要
と
す
る
。
独
逸
商
法
〔
26
）
第
八
二
0
条
及
び
独
逸
約
款
第
七
八
条
は
明
文
を
以
て
こ
れ
を
規
定
し
て
い
る
。
英
国
及
び
わ
が
国
の
法
律
や
普
通
約
款
に
は
何
等
の
規
定
な
き
た
め
、
特
別
約
款
を
挿
入
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
こ
れ
を
衝
突
約
款
(Runn甘
g,down
clause)
と
い
い
、
第
三
種
乃
至
第
五
種
に
は
こ
れ
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
本
特
約
は
船
舶
の
海
上
保
険
と
は
別
個
の
責
任
保
険
の
一
種
た
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
わ
が
国
に
お
い
て
は
広
く
他
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六
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D
e
r
 Versicherer 
haftet 
a
u
c
h
 
fi
r 
einen 
S
c
h
a
d
e
n
,
 
d
e
n
 
d
e
r
 
V
e
r
s
i
c
h
e
r
u
n
g
s
n
e
h
m
e
r
 i
m
 Falle 
eines Z
u
s
a
m
m
e
n
s
t
o
s
s
e
s
 
v
o
n
 Schiffen d
a
d
u
r
c
h
 erleidet, 
d
a
s
s
 
er 
d
e
n
 e
i
n
e
m
 Dritten 
e
n
t
s
t
a
n
d
e
n
e
n
 S
c
h
a
d
e
n
 z
u
 erstzen hat. 
以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
如
く
、
海
上
保
険
に
お
け
る
特
定
危
険
は
国
に
よ
っ
て
若
千
の
相
違
が
あ
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
は
沈
没
．
坐
礁
・
膠
沙
・
火
災
・
衝
突
の
五
大
危
険
が
特
定
危
険
と
な
っ
て
い
る
。
英
国
に
お
い
て
は
坐
礁
（
S
日
a
n
d
i
n
g
)
沈
没
(Sin-
k
i
n
g
)
火
災
(Burnt,
Fjre)
衝
突
(Collision
o
r
 
contact 
of 
the ~essel 
a
n
d
 
/or 
craft a
n
d
/
o
r
 c
o
n
v
e
y
a
n
c
e
 w
i
t
h
 a
n
y
 external 
substance 
(ice included) 
other t
h
a
n
 w
a
t
e
r
)
饂
〖
卒R(
e
x
p
l
o
s
i
o
n
)
で
太
3
hソ
、
油
皿
造
心
に
お
い
て
は
巫
H碑g
(
S
t
r
a
n
d
u
n
g
)
,
!
l
l
l
!
\
(
K
e
n
t
e
r
n
)
 
沈
没
(
S
i
n
k
e
n
)
難
破
（
仔
heitern)
衝
突
(
Z
u
s
a
m
m
e
n
s
t
o
s
s
)
砲
撃
(
B
e
s
c
h
i
e
s
器
n
)
火
災
(
B
r
a
n
d
)
(24)Ritter, a.a. 
0. S. 
9
7
4
 A
n
m
.
 2
.
 
(
1
8
)
葛
城
博
士
・
約
款
の
解
釈
・
一
四
二
頁
参
照
爆
発
(Explosion)
氷
(Eis)
68 
と
な
っ
て
い
る
。
而
し
て
、
こ
れ
等
の
危
険
が
海
上
危
険
と
し
て
最
も
普
通
の
も
の
で
あ
り
、
重
要
な
る
危
険
で
あ
る
こ
と
に
は
変
り
が
な
い
。
し
か
し
、
既
に
考
察
し
た
如
く
そ
の
重
要
性
の
程
度
に
関
し
て
は
、
国
に
よ
っ
て
異
り
且
つ
貨
物
保
険
と
船
舶
保
険
と
に
つ
い
て
も
相
違
が
あ
る
。
特
定
危
険
の
最
も
重
要
な
意
義
は
免
責
阻
却
危
険
た
る
点
に
あ
る
。
即
ち
、
特
定
危
険
は
小
損
害
・
単
独
海
損
・
特
定
の
性
質
損
害
な
ど
に
関
す
る
保
険
者
免
責
を
阻
却
す
る
。
海
上
危
険
た
る
特
定
危
険
に
あ
り
と
推
定
出
来
る
か
ら
と
い
う
点
に
あ
る
。
而
し
て
、
こ
の
特
定
危
険
と
損
害
と
の
間
に
因
果
関
係
の
存
在
を
必
要
と
す
る
米
国
主
義
と
そ
れ
を
必
要
と
し
な
い
英
国
主
義
と
が
あ
る
。
V
o
y
a
g
e
 C
l
a
u
s
e
 (Hulls) 8
.
 
な
ど
が
あ
り
、
後
者
に
は
、
M
e
m
o
r
a
n
d
u
m
clause, 
の
坐
礁
・
沈
没
・
火
災
(
B
u
r
n
t
)
な
ど
が
あ
る
。
特
定
危
険
中
の
個
々
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
各
国
の
法
律
及
び
商
慣
習
の
し
か
ら
し
む
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
商
慣
習
に
従
う
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
英
文
貨
物
保
険
証
券
を
使
用
し
た
場
合
、
a
g
r
e
e
d
 to b
e
 subject to E
n
g
l
i
s
h
 l
a
w
 a
n
d
 u
s
a
g
e
 as to liability 
for a
n
d
 settlement of 
a
n
y
 a
n
d
 al
 
claims.
な
る
G
o
v
e
r
n
i
n
g
C
l
a
u
s
e
が
存
在
す
る
故
、
英
国
の
そ
れ
に
原
則
と
し
て
従
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
以
上
本
小
文
は
勝
呂
博
士
の
指
導
を
受
け
、
極
め
て
簡
単
で
は
あ
る
が
俗
に
L
o
n
d
o
n
clause 
つ
て
、
そ
の
周
辺
を
考
察
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
（
三
一
・
一
・
ニ
五
）
P. 
A. 
clause, 
W. A. C
l
a
u
s
e
中
の
火
災
(Fire)
爆
発
・
衝
突
の
危
険
Institute
と
い
わ
れ
る
も
の
に
少
し
く
立
入
F. 
P. 
A. clause, 
W. 
A. clause
中
日
独
英
そ
れ
ぞ
れ
若
千
の
相
違
が
見
ら
わ
が
国
の
法
律
及
び
T
h
i
s
 
insurance 
is 
u
n
d
e
r
s
t
o
o
d
 
a
n
d
 
T
i
m
e
 
Clause (Hulls) 1
2
,
 
Institute 
前
者
に
は
F.
P.A. A. C.
日
独
の
約
款
、
元
か
か
る
特
定
危
険
の
免
責
阻
却
理
由
は
、
要
す
る
に
損
害
の
原
因
が
海
上
保
険
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
特
定
危
険
に
つ
い
て
（
亀
井
）
六
八
